
平和都市宣言

世界の恒久平和は‘人類共通の願いである。

しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦

争の危機をはらみ.誠に憂慮にたえない。

わが国は唯一の被爆国として.核兵器の恐ろ

しさと.彼爆者のきしみを全世界の人々に訴え、

再び広島長崎の惨禍を繰り返してはならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、い

かなる国のいかなる核兵器に対しても.その廃

絶を求め.ここに平和都市を宣言する。
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市
民
生
活
に
密
着
し
た
予
算
に

市
の
平
成
時
年
度
当
初
予
算
が
、

3
月
の
定
例
市
職
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一

般
会
計
は
、

3
0
8億
9
0
0
0
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
1

・9
%
増
で
す
。
7
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
を
加
え
た
予
算
総
額
は
、

5
6
4億
4
9
9
4
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
な
か
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重

点
的
か
つ
効
率
的
に
予
算
配
分
し
て
い
ま
す
。

¥
一E

シ

市
税
は

1
・
9
%減

(
歳
入

)

ぺR

.
ぐ

基
金
の
繰
り
入
れ
で
財
源
確
保

市
の
歳
入
の
柱
と
な
る
市
税
は、

1
7
7位
1
4
2
1万
円
で
前
年
版

に
比
べ
3
位
4
0
5
0
万
円

(1
・

9
%
)
の
減
と
い
う
厳
し
い
状
況
で

す
。長

引
く
訟
気
の
低
述
の
桜
山内
で
、

成
人
に
占
め
る
市
税
の
割
合
は
年
々

低
下
し
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金

(
国
か
ら
の
制
助
金

・

負
担
金
等
)
は
1
位
4
8
9
4万
円

(ゆ

・
1
%
)
噌
と
な
り
ま
し
た
が
、

地
方
交
付
税

(名
自
治
体
の
財
政
力

に
応
じ
て
問
が
交
付
)
は
1
位
円

(
3
・
4
%
)
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
削
を、

財
政
調
撚
必

金
(
年
度
川
の
チ
釘
の
別
唯
を
行
、
つ

た
め
の
樹
立
金
)
か
ら
の
繰
り
入
れ

な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す
。

教
育
と
介
護
の
予
算
を
大
幅
増

市
長

新
年
度
の

一
般
会
計
は
、

税
収

が
減
に
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
越
訓
の

JP
慌
で
す
が
、

教
育
資
は
お

・

3
%も
川
町
、
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
生
搾
mr叩
け
セ
ン
タ
ー
位

性
、
小
学
校
校
合
の
大
脱
附
制
改
造

な
ど
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
れ

4

業

を
行
、
つ
た
め
で
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
の
一
部
は
、
借
入

(市
偵
)
と
な
り
ま
す
が
、
政
孫
子

市
の
公
債
費
比
中
(
克
利
の
返
済
が

予
俳
に
内
め
る
川
A
H
)

は
旧
・
3
%

れ
度
で
、
会
一
川内
的
に
み
て
も
併
令
は

少
な
い
市
で
す
。
将
米
も
こ
の
水
噌

d

幼
鳥
芳
彦

を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

特
別
会
社
で
は
、
介
護
保
険
会

社
が
同・

6
%仲
び
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
ニ

l
ズ
の
向
い

と
こ
ろ
に
適
切
に
チ
鮮
や
人
口
を

配
分
し
、
効
率
的
な
自
治
体
経
併

に
努
-Mし
て
い
き
ま
す
。

¥
一t

i
/
生
活
に
密
着
し
た

3
つ
の
柱
を

(
歳
出

〕
中
心
に
新
し
い
事
業

。
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
教
育
の
充

実

(6
2
3
4
万
円
)

小
学
校
日
校
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
接
続
し
ま
す
。

こ
れ
で
市
内
の
小

・

中
学
校
す
べ
て
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
接
続
さ
れ
ま
す
。

一般会計予算の構成

。
学
校
評
議
員
制
度
の
創
設

(1
8
2万
円
)

よ
り
聞
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
た

め
に、

小
・

巾
学
校
に
学
校
評
議
以

制
度
を
叫
入
し
ま
す
。

。
小
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
造

(1
似
6
6
5
5万
円
)

第
凶
小
学
校
で
、
耐
以
補
強
を
合

め
校
合
の
大
規
机
改
造
工
市
を
行
い

ま
す
。

。
乳
幼
児
の
健
康
支
援
の
た
め
の

一

時
預
か
り

(8
6
6万
円
)

保
育
園
児
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、

回
復
期
に一

時
的
に
預
か
る
「
病
児

保
育
」
を
開
始
し
ま
す
。

。
学
重
保
育
室
の
増
改
築

(5
5
0

万
円
)

学術…
保
山け
の
待
機
川
賞
を
出
さ
な

市税177億1421万円
(57.3%) 

手賀沼を生かしたまちづくり

続ーマーク決ま否

い
こ
と
や
、
ゆ
と
り
を
も
っ
た
生
活

空
間
を
確
保
す
る
た
め
、

一
小、

日
-・・-圃-回・・-

我
孫
子
市
、

柏
市
、
沼
南
町

で
は
共
同
で
、
「
手
引
泊
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
榊
似
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の

一
聡
と
し
て
、
押
さ
ん

が
手
幻
泊
を
身
近
に
感
じ
、
そ

の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
た
め
、

統

一
マ
l
ク
を
制
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
た
と
こ
ろ

引
点
の
応
募
が
あ
り
、
2
市

1
町

の
企
聞
担
当
部
長
で
椛
成
す
る
委

只
会
で
審
査
し
、
松
岡
ま
さ
る
さ

ん

(柏
市
)
の
、
手
幻
沼
と
カ
ツ

パ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
作
品
が
批
優

秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
マ

l
ク
は
今
後
、
手
白
出

に
附
し
て

2
市
1
町
が
共
同
で
行

う
引
設
な
ど
で
使
川
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
阿
訓
幣
担
山

内
線
2
1
1

てしC々めを現実

野
山
小
、
湖
北
台
西
小、

布
佐
南
小

の
学品
川
保
育
室
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

のA、
":z:¥ 

。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設

(
げ

位
6
4
4
4万
円
)

市債24億2410万円 (7.8%)
国庫支出金16億1976万円(5.2%)

県支出金9億6985万円(3.1%)

繰入金9億3240万円(3.0%)

地方消費税9億円(2.9%)

( )内は構成比

手
幻
れ
公
刷
の
隣
般
地
に
、
凶
代
川

知
と
公
民
館
を
組
合
し
た
佐
渡
予
期
門

セ
ン
タ
ー
を
他
殺
し
ま
す
。

2
附
佳
て

(一

部
3
附
)
で
、
延

べ
山
体
何
砧
は
約
4
4
0
o
d、
総
に

貨
は
お
位
6
2
0万
円
で
す
。

建
設
期
間
は
、
予
成
ロ
・

日
年
度

の
2
カ
年
で
す
。

日
次
ペ
ー
ジ
へ

M

社jレクイサ
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「
人
に
や
さ
し
い
駅
」
の
整
備

(1
似
3
3
2
5万
円
)

天
王
台
駅
北
口
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
-

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
世
工
事
を
行

い
ま
す
。
同
駅
南
口
の
実
施
設
計
お

よ
び
布
佐
駅
の
基
礎
調
査
を
行
い
ま

す。

移
行
し
ま
す

0

0
1
T
の
推
進

(
総
務
官

・
教
育
官

等
の
合
計
7
1
1
4
万
円
)

約
7
0
0
0人
を
対
象
に
、
パ
ソ

コ
ン

mm刷会
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
机
党
陣
容
を
持
つ
方
が
安

全
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
駅
周
辺
に

立
戸
訴
諮
装
位
を
増
設
し
ま
す
。

。
市
民
パ
ス
の
運
行

(
8
6
8万
円
)

市
民
パ
ス
は
、
高
齢
化
率
の
向
い

新
木
地
区
と
公
共
施
設
、
湖
北
駅
を

紡
ん
で
モ
デ
ル
迎
行
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
本
格
迎
行
に

-、
--

。
水
田
を
活
用
し
た
水
質
浄
化
モ
デ

ル
事
業

(
5
0
0万
円
)

水
凹
に
は
、
箆
紫
と
リ
ン
を
除
去

す
る
水
質
時
化
作
用
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
水
田
を
活
用
し
た
静
化
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

。
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
の
保
全

(1
位
6
7
6
2万
円
)

手
引
出
沿
い
の
斜
面
林
を
保
存
す

る
た
め
、
緑
地
を
口
収
し
ま
す
。

。
公
園
の
再
整
備

(
2
1
4
0万
円
)

だ
れ
も
が
気
峰
に
訪
れ
、
水
と
親

し
み
交
流
す
る
場
に
す
る
た
め
に
、

手川
μ
沼
公
凶
を
一内
税
制
し
ま
す
。

ま
た
、
利
似
川
の
陶
然
や
水
辺
を

生
か
す
総
合
的
な
公
園
を
秒
一
備
す
る

tit 書

そ
の
他
の
都
市
整
備
事
業

第1042号

。
我
孫
子
駅
南
北
区
画
整
理

(9
位

7
6
5
4万
川
)

ぃ問
U
は
、
地
格
者
の
交
渉
を
進
め
、

駅
前
交
差
点
の
改
良
工
事
を
行
い
ま

す
。

北
円
は
道
路
築
造
と
宅
地
整
備

を
行
い
、

一ト
引
を
完
了
さ
せ
ま
す
。

@
手
賀
沼
公
園

・
久
寺
家
線
道
路
の

箆
備

(3
依
3
5
9万
円
〕

た
め
、
利
根
川
運
動
公
園
再
政
側
計

四
を
策
定
し
ま
す
。

。
体
験
水
田

(万
万
円
)

市
川
判
山
一
駒
山
民
業
体
験
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
山
を
親
し

む
」
を
テ
l
マ
に
、
民
業
へ
の
迎
解

平
「
幻
刑
公
凶
か
ら
川
千
必
銀
行
ま

で
の
新
た
な
道
路
を
撚
備
す
る
た
め
、

用
地
口
収
と
物
件
補
償
な
ど
を
行
い
、

完
成
は
同
年
度
の
予
定
で
す
。

。
新
木
駅

・
布
佐
南
線
道
路
の
盤
備

(6
9
9
9万
円
)

新
木
駅
か
ら
布
佐
Jr利
内
ま
で
の

道
路
は
、
鮒
笈
工
事
な
ど
を
行
い
、

。
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

(
4
9
7万
円
)

N
P
Oを
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
市

民
活
動
や
市
民
事
提
を
文
銀
す
る
拠

点
と
し
て
、
市
民
会
館
談
話
室
内
に

設
也
し
ま
す
。

。
外
出
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
!
の
派
遣

(
4
1
0
万
円
)

こ
れ
ま
で
の
矧
叫
隙
守
者
に
加
え

て
、
全
身
障
在
者
と
知
的
附
与
者
に

も
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
派
逃
し
ま
す
。

@
天
王
台
南
区
域
近
隣
セ
ン
タ
ー
の

整
備

(
2
2
7
0万
円
)

天
王
台
南
区
域
に
釦
7
館
自
の
近

隣
セ
ン
タ
ー
を
処
股
す
る
た
め
、
地

質
捌
査
、
設
叶
を
行
い
ま
す
。

を
深
め
る
た
め
、
体
験
水
田
に
取
り

組
み
ま
す
。

。
手
賀
沼
ビ
オ
ト
l
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り

(
6
5
2万
円
)

手
賞
沼
沿
い
な
ど
の
水
田
、
湿
地
、

谷
津
の
自
然
部
抗
訓
貨
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ギ
や
チ
ド
リ
類
が
渡
来
す

る
環
境
の
復
活
を
め
吉
す
モ
デ
ル
事

業
を
行
い
ま
す
。

。
谷
津
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
基
本
構
想

(
5
0
0万
円
)

間
発
戸

・
制
部
の
谷
山
は
立
主
な

自
然
で
あ
り
、

沼
に
連
な
る
水
循
環

を
復
元
し
自
然
に
触
れ
合
う
谷
市
ミ

ユ
1
ジ
ア
ム
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
ぃ山菜
の
逃
め
方
や
怪

備
方
針
を
基
本
榔
惣
に
ま
と
め
ま
す
。

一一一よささき9
月
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

※青色の事業は本文を参照)一 般会計歳出予算の内訳

生活保護世格への扶困の支給

介護保険特別会計への繰出金

国民健康保険特別会計への繰出金

公立・私立保育園の運営費

老人保健特別会計への繰出金

障害者援護施設等への入所費用の支給 2億8746万円

学童保育室増改築費、学童保育室の運営・維持補修

高齢者の在宅生活支援(配食 ・住宅改造費回成なと) 9240万円

身体障害者(児)へのガイドヘルパ一派遣、ホームヘルli一派遣 3037万円

ファミリーサポートセンターの運営費 1000万円

業

民生費 70億 705万円 (ー0.7%)

第2次保健福祉総合計画lこ基づくさまざ

まな事業をはじめ、総合的な社会福祉の充
実を図り、必要怠援護を行う定めの経費で

9346万円す。

17億6444万円

4億6612万円

1億6655万円

1億1789万円

6234万円

238万円

182万円

商工費 2億8393万円 (ー5.1%)
商業や工業、 観光の張興、消費生活のだ

めの経費です。

生涯学習センターの建設

中学校用地の買収
小学校校舎の大規模改造工事

私立却稚園の就園奨刷費補助など

小 ・中学校コンビュータ教育の充実

鳥の惇物館体験学習室の整備

学校評議員制度の創設

我孫手市民プラザの管理運営費

「人にやさしい駅J整備(天王台駅北口昇降設備の設置など)

自転車駐車場の運営費

IT講習会 (初心者パソコン講習会)

天王台南区域近隣センター建設のための設計賢など

市民活動支援センターの設置

公共下水道事業特別会計繰出金

我孫子駅南北区画整理

都市計画道路の整備

手賀沼沿い斜面林の保全

教育費 59億2145万円 (+23.3%) 
教育委員会|こ係る予算で、小 ・中学校の

運営、社会教育、公民館、図書館、烏の博

物館、スポーツ事業などの経費です。

特
別
会
計
は

2
'
6億
9
6
0
0万
円

7億6212万円

6億4673万円

4億8700万円

4億7967万円

3億9428万円

事な主区分 ・予算額(対前年度比)

介
謎
保
険
特
別
会
計
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増
え
る
た
め
増

額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
上
地
区
画
整
理
羽
今
前
特
別

会
計
は
、
柴
崎
土
地
区
画
技
理
が
消

弥
に
む
け
て
基
金
を
繰
り
入
れ
た
た

め
、
地
額
に
な
り
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
は
、

天
王
台

・
柴
崎
土
地
区
画
整
理
の
た

め
の
特
別
会
計
で
、
保
留
地
処
分
の

成
人
が
凡
込
ま
れ
る
た
め
、
，
般
会

-dと
は
分
縦
し
て
い
ま
す
。

特別会計の内訳

老人保健 72憧6000万円 (+6.1%)

国民健康保険事業 67億1000万円 (+5.1%) 

公共下水道事業 36憧円(ー1.1%)

介護保険 34憶7000万円 (+18.6%)

土地区画整理事業 4億4400万円 (+99.1%) 

手賀沼浄化事業 1憧3400万円 (ー1.5%)

公共用地先行取樗事業 7800万円 (-9.3%)

1億5230万円

1億3325万円

1億2338万円

4536万円

2270万円

497万円

10億6000万円

9億7654万円

3億7358万円

1億6762万円

4830万円

3530万円

2140万円

2000万円

1000万円

4億3234万円

1億6542万円

各種予防接種実施の委託料など 1億 764万円

手賀沼海化対策(手賀沼ビオトープネットワークづくりを含む) 4557万円

休日露療所の運営費 3792万円

るれあい工房運営費 515万円

高規格級急車購入費 3823万円

消防団活動の災害補償の掛け金や消耗品などの費用 1389万円

火の見やぐらの解体およびホース乾燥塔の設置などの工事 195万円

北新団幹線道路橋の改修工事 7189万円

毘業振興の定めの補助金等の支給 2099万円

水田農業経営の確立の定めの補回金などの費用 1813万円

市民農園の維持管理 770万円

中小企業資金砲資 1億3454万円

水生植物園の整備管理費 1348万円

消費生活センターの運営費 324万円

総務費 49億2590万円 (-4.2%)
主|こ市の管理的業務を行う経費と、

コミュニティ活動の促進や交通安全対策
など、他の経費|こ区分できない経費です。

水道事業会計
.. 

天王台流域の治水対策

新木 ・布瀬線道路の整備

手賀沼公園の再整備 (基本 ・実施設計)

道路のバリアフリー化推進

(仮称)気象送信所跡地公園の整備

資源回収の奨助金や委託料

胃がんなどの各種成人病の検診実施の委託料

など

土木費 47億9070万円(ー2.2%)
道路、区画整理、公園、排水対策など、

快適なまちづくりのだめの都市整備や環債

整備の経費です。

衛生費 27億4882万円 (ー4.0%)
ゴミ収集 ・資源化事業や各種検訟など、

衛生的で健康な生活の維持・向上を図る
だめの経費です。

38億6394万円
(対前年度比1.3%減)

水
辺
下
業
会
ゆ
川は、

V
業
統
九
日
の

た
め
の
収
話
的
子
伐
と
、
水
辺
施
設

の
建
設
や
改
良
の
た
め
の
資
本
的
予

詳
の
2
本
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
下
業
貨
は
、
見
位
6

3
9
4万
円
(
対
年
度
比
1
・
3
%

減
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
浄
水
域
川
口
同
社
世
設

備
の
吏
新
や
配
水
管
の
布
設
時
え
な

ど
、
水
道
施
設
の
建
設
弔
業
費
と
し

て、

4
位
2
0
0
0万
円

(阿
お・

8
%減
)
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

給
水
戸
数
は
、

4
万
5
i
1
2
い

消防費 14億7069万円 (+0.9%)
防火対策、救急業務など、 市民生活の安

全を守る経費です。

農林水産業費 3億9896万円(+6.8%) 
農業の基盤整備や近代化などを行うだめ

の経費です。

年
川
総
給
水
川
叫
は

1
3
5
4
刀
5

1
5
o
d
、

一
一日
ヂ
均
は

3
万
7

1
1
o
d
を
凡
込
ん
で
い
ま
す
。

-・

‘-
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ご
存
じ
で
す
か
?
老
人
医
療
制
度

申

請

届

け

出

を

忘

れ

ず

に

• 

老
人
医
療
制
度
と
は

初
歳
以
上

(寝
た
き
り
な
ど
の
方

は
の
歳
以
上
)
の
方
が
お
医
者
さ
ん

~ -
V老人医療制度対象者の自己負担額

医痛費の 1割を負担。ただし、同じ医擁機関での1力月の負担額が

下記の金額に達したときは、その後の自己負担はありません。

~ 窃

院外処方ぜんを吏付されなかった方 院外処方ぜんを受付された方

3.000円 医療俄関に1.500円
薬局に1.500円

病院で受診された方 病院で受診された方

5.000円 それぞれ2.500円

定額制で徴収す否ことを都道府県知事に届け出た診積所で受診された方

1日800円 (月4固まで・薬局の負担なし)

外
来
の
と
き

に
か
か
る
と
き
に
、
他
康
保
険
証
と

老
人
医
療
受
給
者
証
を
み
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
実
際
に
か
か
る
医
療
費

の
凶
則
1
訓

(月
傾
上
限
付
き
)
を

医癒費の 1割を負担。ただし‘同じ医療機関での1カ月の負担額が

下記の金額に達レたときは‘その後の自己負担はありません。

①市・県民税課税11①市 ・県民税非課11①市・県民税非課

世請に属す各方 11税世需に属する方11税世帯に属 し、老
齢福祉年金を受給
してい否方

37.200円 112 4.600円 1115.000円

※特定疾病に認定されている方の負担額はこれまでと歪わりません

※② ・③の方は「入院時→H負担金限度額適用認定証」が必要です
ので介護支媛課に申請してください

老人医療の訪問看護に要する費用の 1割を負担

ただし、同じ訪問看護ステーションでの 1力月の負担額は
3.000円まで

※定額制で徴収することを都道府県知事に届け出た訪問看護

ステーションを利用す否方は1日600円(月5固まで)

同じ世帯で、同じ月内に復数の高齢者が入院したときなど、入院
の一部負担金を30.000円 (市・県民税非課税世情は21.000円)
以上支払ったことが2回以上あ否場合.それらを合算して
37.200円(同24.600円)を超えた額が払い戻されます

入
院
の
と
き

訪
問
看
護
を

受
け
た
と
き

老人高額

医療 費

支給制度

介
護
保
険
市
民
会
議
の
委
員
を
募
集

我
孫
子
市
の
介
護
保
険
を

一
緒
に

考
え
て
い
た
だ
く
「
介
護
保
険
市
民

会
議
」
の
委
只
を
非
集
し
ま
す
。

市
は
、
現
在
の
介
護
保
険
事
業
計

画
を
見
直
し
、
新
た
に
は山
年
度
を
ス

タ
ー
ト
と
す
る
計
阿
を
策
定
し
ま
す
。

「
介
誕
保
険
市
民
会
議
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
向
見
を
介
護
保
険
事

業
計
岡
や
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
設
置
し
、
公
非
の
市
民
委
只
を
は

じ
め
、
必
ず
識
経
験
者
、
保
健

・
医
療

従
引
省
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
引
者
な

ど
日
人
の
委
nH
で
構
成
し
ま
す
。

2001.4.1 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
…
が
ら
せ

る
よ
う
、

あ
な
た
の
意
見
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格

市
内
在
住
の
、
①
判
歳

か
ら
副
議
ま
で
の
方
②
臼
歳
以
上

の
方
で
、
任
期
を
と
お
し
て
出
席
で

き
る
万
(
他
の
審
議
会
の
委
員
に
委

耐
刑
さ
れ
て
い
る
・万
は
除
く
)

募
集
人
員

①
、
②
各
2
人

選
考
方
法

選
者
采
斉
以
会
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
審
査

任
期

・
開
催
回
数

月
末
ま
で
。
会
議
は
3
カ
月
に
1
回

程
度
、
平
日
に
削
催
の
予
定

応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

「
わ
が

ま
ち
の
介
護
保
険
」
ま
た
は
「
介
護

保
険
と
介
護
予
防
」
の
ど
ち
ら
か

一

つ
に
つ
い
て
、
意
見

・
綻一
吉田
等
を
4

0
0字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
程
度
に

ま
と
め
て
、
住
所
、
尚
一
初
、
年
齢
、

包
括
番
号
を
明
記
し
、
4
月
幻
口

(必
活
)
ま
で
に
干

2
7
o
l
-
-

9
2

(住
所
省
略
可
)
市
役
所
介
護

支
援
謀

・
内
総
4
1
4
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

任
期
は
同
年
3

ρρ  
老人医療費の費用負担

強
リ
の
医
療
箆
を
負
担
す
る
の
は

皆
さ
ん
が
窓
口
で
支
払
っ
て
い
る

以
外
の
医
療
官

(実
際
に
か
か
る
医

療
官
)
は、

そ
の
7
訓
を
拠
出
金

(老
人
医
療
世
を
支
え
る
た
め
に
、

各
健
康
保
険
の
保
険
料
等
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
)、
3
訓
を
国

・
県

・
市

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
(右
図
参
照
)

医
療
技
が
附
加
す
る
と
私
た
ち
自

身
の
負
担
も
削
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
み
ん
な
で
支
え
て
い
る
医
療
貨

を
大
中
に
使、
つ
た
め
に
、
か
か
っ
た

医
療
技
に
凶
心
を
持
ち
、
必
要
で
有

効
な
医
療
を
受
け
る
よ
、
?心
が
け
ま

し
ょ
、
っ
。

問
い
合
わ
せ

A品
A
Tよ
A
U
・

4月から仮徴収として年金から天引き 介
謎
支
援
部

・
内
総

こんな時服申請してください

iこんなとき 』必要なもの (提言込先は郵便局を除く )~ いつ?

市民税非課税世帯等の方が入院したとき ;印鑑、医療受給者託、健康保隙証 入院した月内に、でき
※入院時の一部負担金限度額と食事代が l るだけ手続きを(申請
軽減

， 
月の初白から週間)

市民税非課税世得等の方の入院が908を;印鑑、入院時一部負担金限度額適用・ 標 入院が90日を超えたら
超えたとき l準負担額減額認定証、90日以上の入院が (申請月の翌月の初日
※食事代がさらに軽減 (確認できる領収容、本人名義の緩込先 から適用)

継続して2カ月以上入院レたとき(介讃 1印鑑、医療受給者証、継続して2カ月以 入院が2カ月を超えた
保険による入院を除く) ，上の入院が確認できる領収密、銀込先 ら
※年に1回を限度として10.000円支給 1 

同じ也絡で同月に2人以よの高齢者が入;印鑑、医僚受給者証、入院の領収也、入;お知らぜが届いたら
院したとき、または同月内に2回以よ入 I院した方それぞれの本人名義の娠込先 : (!i妥当する世需にお知
院したとき(転院など) : 

lらせします)
※一部負担金が30.000円以上(非課税世;
宇野は21.000円以上)であれば合算され、
高額医療貨を支給

高齢者が入院

と、 10月 ー12月 14年 2月

の 3固で年額保険料を納める

ことになり、 1回の負担が大

きくなります。 このため、暫

定的に 2月の納付額と同額を

4月・ 6月 .8月で徴収を行

い、年 6回て・納付することに

より、 1回の納付を軽くする

ものです。

。普通徴収の方は仮徴収は行

いません

普通徴収(納付替または口

座振笛で納付)の方の仮徴収

は行いません。 6月中旬に納

入通知容を送付しますので、

6月末から納付してください。

問い合わせ 介護支援課内

線313，430 

特定の疾病になったとき

次の疾病になったとき 。医綴織関の証明舎、 印鑑、医療受給者証、;証明を受けたらすみや
・人工腎際を実施する慢性腎不全・ 血友;健康保険証 !かに(申請月の初日か
病 ・抗ウイルス剤を投与している後天性: (ら適用)
免疫不全症候群
※1カ月10.000円の限度額 l 

あとから費用の一部が払い戻されます

次のようなときは、いったん全額を支払いますが • ...-..、
やむを得ず保険証や医療受給寄託を持7こ ; ~療内容の明細管、言買収容、印鑑、医療:お早めに手続きを
ずに治療を受けたとき l受給者証、本人名殺の娠込先

医師が治療上必要と認めてコルセット等 ;医師の証明8、領収8、印鑑、 医療受給(お早め1;:手続きを
をつくったとき 1者証、本人名義の猿込先 l 

医師が治療よ必要と認めてマッサージ、 ，医師の同意舎、 施術内容と費用の明細密、lお早めに手続きを
あんま、はり、きゅうを行ったとき ;領収密、印鑑、医綴受給寄託、本人名殺 l

4の娠込先

認められれば決められた額が払い戻されます申拐し

こんな鴎lel届け出をしてください
」んなとき t必要なもの ， L'つ?
転入したとき :印鑑、健康保険証 ; 14日以内に
転出するとき ;印鑑、医療受給者証、健康手帳 (転出するとき
死亡したとき l 印鑑、医療受給者証、健康手帳 ~ 14日以内に
医療保険が変わったとき l 印鑑、医療受給者証、新しい健康保険証 '14日以内1;:
65歳以上で、寝たきり等になったときやl印鑑、健康保険証、身隙手帳など際蓄を明らかいす'すみやかに
身障者 1-3級に認定されたときなど lる密類 ， 

生活保護を受け否ようになったとき 'ED鏡、医療受給者証、健康手帳 'すみやかん
変通夢故にあったとき(まずは電話で)， 印鑑、医療受給者証、健康保険証、交通事故証明I!}'すみやか1;:

仮徴収期間 本徴収期間

納 期 4月 16月 18月 10月 I12月 114年2月

年間の保険料額が決まって 年間の保険料額が決定しま
いないので、平成13年2月 すので、 4・6・8月分の

徴収方法 の保険料と同額を徴収 (年 保険料(仮徴収分)を除き、
金から天引き)します 3固に振り分けて徴収 (年

金から天引き)します

保険料が年金から天引きされる方の徴収方法

平成12年度に介護保険料を

年金から天引き(特別徴収)

されていた方は、 13年度も引

き続き年金から天引きします。

保険料の額は、前年中の所

得に応じて決定しますので、

確定していない期間 (4月 -

6月・ 8月)は13年 2月の保

険料と同額を仮徴収として、

年金から天引きします。

保険料額決定後は、年間保

険料から仮徴収分(4月ー 6

月 8月〉を除き、 10月 12 
月 昨年 2月の 3固に振り分

けて、年金から天引きします。

(下表〉

仮徴収の目的は、保険料が

震定してから納付を開始する

家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

市

民

税

非

課

税

世

帯

を

対

象

市
民
税
非
諜
税
世
一
一
山
で
、
次
の
要

件
に
す
べ
て
該
当
す
る
高
齢
者
を
同

居
し
て
介
護
し
て
い
る
家
肢
の
代
表

者
に
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
見
込
み
の
方
に
は

順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
給
要
件

。
市
民
税
非
課
税
世
帝

の
、
白
歳
以
ヒ
の
在
宅
の
高
齢
者

。
本
市
で
要
介
護
4
ま
た
は

5
に
認

定
さ
れ
た
、
も
し
く
は
相
当
す
る
と

認
め
ら
れ
た
口
か
ら
起
訴
し
て

1
年

間、

①
か
ら
④
ま
で
の
す
べ
て
を
満

た
し
た
高
齢
者

①
本
市
に
住
民
登

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
る

②
安
介
護
4
ま
た
は
5
の
状
態
で
あ

る
③
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
か
っ
た

(7
円
ま
で
の
シ
ョ

ー

ト
ス
テ
イ
の
利
用
を
除
く
)

@

継

続
し
て
卯
円
以
上
の
入
院
を
せ
ず
、

在
宅
で
過
ご
し
た
。
あ
る
い
は
、
切

円
以
上
の
入
院
を
し
た
が
、
起
訴
の

日
か
ら
2
年
以
内
に
、
そ
の
入
院
の

前
後
の
期
間
を
合
算
し
て
1
年
間
、

①
か
ら
③
の
安
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る

慰
労
金
の
額

問
い
合
わ
せ

ω万
円

(年
1
回
)

介
護
支
援
諜
・
内
総

4
1
3
 

申 請 ・届け出・問い合わせは介護 支援課 ・内線 414へ



(4) 

と
も
に
学
び
新
し
い
自
分
を
発
見

2001.4.1 

学
級
生

公
民
館
で
は
、
4
月
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
学
級

・
誠
一
出
を
開
設
し
ま
す
。

内

容

左

表
参
照

(背
以
が
行
色
の

も
の
が
学
級
、
灰
色
は
締
出
)

対
象

市
内
在
住
の
方

注
意

。
申
し
込
み
は

一
人
に
つ
き

学
級

・
講
座
各
ひ
と
つ

(応
非
者
多

数
の
場
合
は
川
選
)
@
「
家
出
教

打
学
級
」

に
応
…
持
さ
れ
る
方
は
、
お

子
さ
ん
の
学
校
名
を
川
市山
の
こ
と
。

巾
し
込
み
は
学
校
で
配
布
さ
れ
る
中

込
山
U

(

入
学
式
以
降
配
布
予
定
)
で

も
可

@
「
の
び
の
び
親
子
学
級
」

-ー-i; 議

のびのび親子学級
親子で楽しいふれあいを

第1042号

3歳児コース2歳児コース

自我が芽生えはじめ、人格形成に重要なこの時期の

子育てについて学びあい、成長を見守ってみませんが。
日時 5月から10月の火曜日、午前10時から11時30
分(全6回)

場所 中央公民館
対象・定員 3歳児 (平成9年4月2日から10年4月
!日生まれ)とその保護者、27組
参加費 1000円

• 

に
応
諒
さ
れ
る
方
は
、
対
象
児
の
氏

名

・
生
年
月
日

・
性
別
を
明
記
の
こ

と
。
対
象
児
よ
り
小
さ
い
お
子
さ
ん

を
辿
れ
て
の
参
加
を
希
叫
仇す
る
方
は
、

そ
の
子
の
氏
名

・
生
年
月
日
・
性
別

も
明
記
。
対
象
川
ん
よ
り
大
き
い
お
子

さ
ん
を
辿
れ
て
の
参
加
は
不
可

応
募
期
限

(
い
ず
れ
も
消
印
有
効
)

*
の
び
の
び
親
子
学
級
、
市
民
カ
レ

ッ
ジ
、
社
会
教
行
ゼ
ミ
ナ
ー
ル、

H
K

いい
川
大
学
、
引
性
料
開
あ
び
こ
コ
l
ス

・:
4
月
9
H
(月
)

*・
誠
一
民
投
行
学

級
、
思
存
期
説
座
、
男
性
料
理
ふ
さ

思春期講座〈前期〉
子どもの心とどうむきあいますか?

親子のふれあいを軸に‘のびのびと身体を動かし‘
集団の中て神間と楽しい子育てをしてみませんが。

! 日時 5月から10月の午前10時から11時(全10回)
場所 中央公民館(木曜日)、湖北地区公民館(央曜日)

対象 2歳児 (平成10年4月2日から11年4月1日
生まれ)とその保護者

定員 中央公民館27組、 湖北地区公民館'23咽
参加費 1000円

家 庭教育学級
子どもの可能性を考えよう

コ
ー
ス
:
・4
月
刊
日
(土
)

*
高
齢

者
す
-」
や
か
学
級
・:
4
月
引
日
(土
)

申
し
込
み

ハ
ガ
キ

(
l
枚
に
1
学

級

・
排
出
)
に
、
希
恕
す
る
学
級

・

消
座
名
、
場
所
(
の
び
の
び
親
子
学

級
2
歳
児
コ
l
ス
と
家
出
教
育
学
級

d
h
リ

AU
r--

の
み
)
、
郵
使
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
H
、
川
山
高
森
サ
、
職

業

・
学
校
名
(
半
年
)
を
別
芯
し
、

我
孫
チ
新
川
M
小
山
人
公
以
飢
へ

問
い
合
わ
せ
中
火
公
民
館
宮
(幻
)

0
5
i
5
(月
附
日
を
除
く
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
)

子どもから大人への思春期は、不安や悩みがいっぱ

い。そんな子どもの心を受けとめて理解し‘支えるた

めに必要なものを考えてみましょう。

日時・内容 ①5月25日(金)1思春期の性J講師…村

瀬幸浩さん(一橋大学講師) ①6月14日(木)110代
の揺れ動く心と身体j請師…福屋武人さん (川村学園

女子大学教授)‘いずれも午前10時から正午
場所 中央公民館

定員 ①80人 ①30人
参加費 無料 (保育はありません)

!日時 5月から来年2月の午前中2時間 (全11回)、

企画運営会 (6回)‘課外学習 (2回-希望者のみ)
場所 ・定員 中央公民館 (主に金曜日)・-40入、湖北

地区公民館 (主に火曜日)…30入、布佐市民センター
ステーションホール(主に木曜日)...20人
内容 親と子のふれあい (ロールプレイ)、子どもの

心を理解する‘ 自主企画 (性教育 ・話し合い学習ほか)

対象 小学校1年生の保護者で‘ 1年間を通して参加

|竺方 i 1000円 |

市民力レツジ

.5
制

A
Y

出

日
事

組

5
行

ぺ

組

髄

一劇

学
笥

知
2
土
附
日
の
学
校
休
業
日
に
、

以
球
や
折
り
紙
、
お
は
な
し
会
、

将
机
な
ど
で
裂
し
く
遊
び
ま
せ
ん

A

O
 

J
ん

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン

新・我孫子発見
コヱユ! この街をもっと好きになる同に 我孫子湖北

布佐地区の女学や歴史などを学び見聞を広げませんか。i日時場所 4閥 抗1附 の即前10
時から正午、中央公民館(全10回)

内容 我孫子と利根川の文人たち、 ウオークラリー‘

手賀沼を詠む、将門伝説、布佐の伝統ほか

対象・ 定員 18歳以上、30人(以前「文学歴史コースJ
を受講した方はご遠慮ください)

参加費 500円

悶涯に
せま§

地
域
を
つ
な
ぐ
成
回
線

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

グ
な
ど
の
似
し
が
あ
る
月
は
、
広

叫
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時

毎
川
知
2
上
川
H
午
前
9

叫
叩
分
か
ら
け
川
知
分

参
加
賀

川燃料

。
卓
球
で
汗
を
流
そ
う

場
所

中
央
公
民
館

持
参

ラ
ケ
ッ
ト

(持
っ
て
い
る

方
)、
タ
オ
ル
、

上
版
き

。
楽
し
く
遊
ぼ
う

場
所

湖
北
地
区
公
民
館

内
容

①
折
り
紙
(
折
り
紙
、
の

り
、
ハ
サ
ミ
持
参
)

②

お
は
な

し
会
、
間
り

③

将
机
、
オ
セ
ロ

問
い
合
わ
せ
中
央
公
民
館
宮

(
位

)
0
5
1
5

高齢者すこやか学級
ワクワクす否 1年聞を

社会教育ゼミナーJレ
少子高齢社会の学習

J
R成
旧
総
(
我
孫
子

・成
田
川
)

は
、
4
月
1
日
で
開
通
1
0
0何
年

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
沿
線
川
市
町

村
で
拙
成
す
る

「成
削
紘
桜
紘
化
促

進
則
成
会
で
は
、
「
地
域
を
つ
な
ぐ

成
回
線
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
し
ま
す
。

成

m一
組
で
米
場
さ
れ
た
方
に
は
、

州
選
で
紫
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た

り
ま
す
。
#
の

一
円
、
成
出
総
に
来

っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

4
H
8日
(
臼
)
〈
鉄
道
脱
型

迎
転
会
は
7
日
も
実
施
〉

場
所

J
R小
林
駅
周
辺

内
容

郷
上
物
保
民
、
フ
リ
l
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
郷
土
装
能
、
ミ
ニ

S
L来

市
会
、
欽
辺
校
別
辿
転
会
、
お
花
比

ハ
イ
キ
ン
グ
(
一
部
雨
天
中
止
)

※
詳
し
く
は
、
広
報
あ
び
こ
3
月
1

円
号
ま
た
は
チ
ラ
シ

(市
役
所

・
支

所

・行
政
辿
給
所
、
J
R
我
孫
子

・

天
王
台

・
湖
北
・

布
佐
肌
に
川
広
)

を
ご
は
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

成
回
線
組
純
化
推
進

室

・
内
線
2
3
3

より多くの方との出会いをとおして、学習しながら

喜びゃ生きがいを見つけませんか。

日時・場所 5月から10月までの月2回の金曜日午前

9時50分から正午.中央公民館(全10回)

内容 学習テーマは受講者で協議のうえ決定

対象 昭和11年4月1日以前に生まれた方。(当学級

の修了者と長寿大学在校生・卒業生は除く)

定員 30人
参加費 1000円

保育ボランティアを募集

剰にonceagain
ニ2

気付かずに見落としてきたことを見つめ直し、実用

的な知識を身につけて充実した生活を送りませんか。

日時・場所 4月から10月までの木曜日午前10時から
正午、中央公民館(全10回)

内容 見つめ直す食生活と健康(実習)、情報収集と整

理の仕方(携帯電話-パソコン等そこから広がる世界)‘

資酒の再利用(知ってるつもり?のゴミ分別)ほか

対象・定員 女性，30人
参加費 500同(調理実習費は別途)

学習中の保育を手伝っていただける方を募集します。

子どもの好きな方なら、資格の有無は間いません。
対象講座 家庭教育学級

日時 中央公民館…金曜

日、湖北地区公民館・・火

曜日、布佐市民センター
ステーションホール...木

曜日のいずれも午前中

(月1回程度)

申し込み・問い合わせ

少子高齢社会に健康で生きがいのある生活を送るた

めの対応や、共に支え合う地鼠づくりを考えます。

日時 ・場所 4月18日から来年3月までの毎月第1
3水曜日午前10時から正午、中央公民館ほか
内容 基礎コース(少子高齢者福祉の学習、我孫子市

の福祉の現状、年金‘遺言、介護‘ 福祉施設見学ほか)
対象・ 定員 18歳以上の方，40人
参加費 1000円
※墓礎コース襲了後の自主学習や実践学習もあります。

長 寿大学
心 豊かに学ぶ人生を

価値ある人生を‘新しい左だちとこれから楽しく学

びあい‘心豊かに過ごしませんか。(入学式4月19日)
日時・場所 月2・3固の火木金曜日午前9時50

1分から午後2時30分.湖北地区公民館(全28固)
内容 学習テーマは受講者が協議のうえ決定

対象・定員 昭和11年4月1日以前に生まれた方で、

4年間継続して学習に参加でき‘定時をお持ちでなく、

県生涯大学に在籍または入学予定のない方、56人
参加費 5000円(文集代を含む) 中央公民箆合(82)0515

夜間開館のご利用を塾男
男性料理
ふさコー

男性料理
あびこコース

「
市
川
房
枝
と

婦
人
参
政
権
運
動
の
あ
ゆ
み
」

日
時
・

場
所

4
川
同
日
(
け
)
午
前

日
時
か
ら
午
後
3
時
、
川以
'K悦
セ
ン

タ
ー

(参
加
無
料
)

諦
師

山
口
み
つ
子
さ
ん
(
財
団
法

人
市
川

ω枝
芯
念
会
常
務

m
V
)

定
員

先

nm人
(
げ
品川山
ん
あ
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

叫
州
で

川
セ
ン
タ
ー
宮
(刊
)
8
6
0
2
(刀

臨
休
館
)

公民館は週4目、夜間も開館し
ています。講座室なども比較的す

いていますので、どうぞご利用く

ださい。

0中央公民館 毎週火・金・土・

日曜日
。湖北地区公民館 毎週水 田金目

土・日曜日

開館時間 いずれも午後5時から
9時まで

日時 5月19日， 6月16日、 7月
21日、9月22日‘ 10月20日、 12
月1日のいずれも土曜日の午前

(全6回)

場所 布佐南近隣センター

定員 16人 (以前受講された方は

ご遠慮ください)
参加費 6000同(材料費)
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不
用
の
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
清
蔵
庫
・
洗
濯
機
は
小
売
庖
ヘ

4
月
1
日
か
ら
家
氾
リ
サ
イ
ク
ル

法
が
ス
タ
ー
ト
し
、

家
庭
用
の
エ
ア

コ
ン

・
テ
レ
ビ

・
冷
疏
庫

・
洗
泌
機

の
4
品
目
は
、
組
大
ご
み

・
資
源
と

し
て
回
収
日
に
出
す
こ
と
や
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
こ
と
は

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
4
品
目
を
処
分
す
る
場
合
は、

口
い
換
え
を
す
る
小
必
応
や
、
過
去

に
腕
入
し
た
小
売
広
に
引
き
取
り
を

依
頼
し
、

そ
の
際
に
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
と
収
集
辺
搬
料
金
を
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
(
表
1
参
照
)

引
っ
越
し
ゃ
腕
入
先
の
廃
業
な
ど

~ -

説明会にご参加を

:市民手づくり公園
活動団体を募集

ti: a 2001.4.1 

地
域
の
特
さ
ん
で
、
公
刷
づ
く

り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

山
で
は
、
市
民
の
創
立
じ
夫
と

門
主
的
な
活
動
に
よ
り
、
地
域
の

一一
l
ズ
に
あ
っ
た
特
色
あ
る
公
剛

を
作
る
υ
市
民
手
づ
く
り
公
開
計

業
H

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
街
区
公
闘
を
山
氏
の

交
流
や
活
動
の
場
と
し
て
市
川
し
、

公
凶
が
地
域
に
と
っ
て
よ
り
魅
hH

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
山
氏
の

押
さ
ん
と
市
と
の
協
働
で
公
刷
づ

で
引
き
取
り
先
が
な
い
助
合
は
、
協

力
脂
ま
た
は
市
の
賞
最

箸

(表
3
・

4
参
照
)
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

消
技
者
が
メ
ー
カ
ー
の
指
定
引
き

取
り
場
所

(表
2
参
照
)
へ
直
接
迎

搬
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
収
集
述
搬
料
金
は
不
裂
で
す
。

た
だ
し
、
事
前
に
郵
便
局
で
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
を
払
い
込
み
、

そ
の
際

に
発
行
さ
れ
る
管
理
烈
を
一

緒
に
持

参
し
な
い
と
持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
な
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は

い

ご

み

な

し

宮
(引
)
5
3
7
4

く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。

公
園
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め、

地
域
で
活
動
す
る
団
体
を
対
象
に、

公
園
づ
く
り
に
必
要
な
立
花
の
苗

や
服
、
肥
料
、
レ
ン
ガ
、
材
木
な

ど
を
提
供
す
る
ほ
か
、
草
刈
り
機

や
屯
試
の
こ
ぎ
り
な
ど
も
貸
し
出

し
ま
す
。
ま
た
、
公
凪
づ
く
り
に

つ
い
て
の
附
報
も
提
供
し
ま
す
。

説
明
会
も
山
似
し
ま
す
の
で
、

凶
心
を
お
持
ち
の
団
体
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
数

2
団
体

応
募
資
格

円
治
会
ま
た
は
会
員

数
が
ゆ
人
以
ヒ
の
地
域
に
根
ざ
し

た
水
続
性
の
あ
る
間
体

。
説
明
会

日
時
・

場
所

4
川
目
川
(H
)午

前
川
時
、
市
役
所
げ
《
分
館

※
応
H

鮎
川
知
な
ど
を
配
布
し
ま
す

応
募
方
法
・

問
い
合
わ
せ

泌川
和

何
日制
に
必
要
下
瓜
を
川
記
し
、

4

川
同
日
(
汀
)
か
ら

5
川
7
H
(川
)

ま
で
に
公
同
九州地
M
M
-
内
総
5
4

4
へ
目
的
一
般
持
参

処理費用(税別)

品目 リサイクル料金 収集運搬料金

エアコ ン 3500円 小売庖により異
テ レ ピ 2700円 なります。料金

冷 蔵庫 4600円 は、 庖頭に表示

洗 濯機 2400円 されます。

v表 1

メーカー別指定引き取り場所

メーカー名 指定引き取り場所

m下電器、東芝 ピクタ一、ダイキン工業、 。(株)スズ卜ク船橋営業所飴橋市日

A コロナ、東京ガス、ゼネラル、 工)lJジー電 /出1・21-1fi04?(431)3245 
クr子ジャパン、 大阪ガス、エレクトロラック 。(株)やまたけ三郷営業所 三郷市上
jレ

スジャパン、 オリオン電機クリナップ‘ 彦名522fi0489(58)2381 
少高木産業ジーイークオーツ‘東邦ガλ 。田口金属(抹)筑渡工場結城詔石下

日本サムスン、森田電工 町溝野山l??Ofi029?(43)?800 

B 目立、三菱‘三洋 シャープ‘ソ二一、 富 。日本通運(株)沼南流通センターグ 士通ゼネラル.アイワ、パイオニアーリン
jレ

ナイ‘卜ヨトミ、大字電子ジャパン、長府
東葛飾郡沼南町驚野谷102?-1

プ 製作所、こり卜一船井電接‘良品計画ほが
会(93)3231

景観づくりにあなたの声を

景観審議会

市民委員を募集

市
長
の
必
川
に
応
じ
て
、
川以
飢

形
成
に
閲
す
る
小
山
一
安
引
羽
に
つ

い

て
訓
交
や
都
議
を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
の
経
験
を
ま
ち
の
以
飢

づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

電話番号

(65)33'7'7 

(88)5'789 

(8'7)3126 

v表 3協力庖

唐 名 | 所在地 |電話番号

(株)野田電機 |つくし野2・14-'71 (82)5008 

(有)中央電器 |つくし野7-13-1I (84)3281 

パナクレールかわの |つくし野手15-5/(84)6253 

(有)ミドリ電化 |緑2-11引 1(85)1'71'7 

タイコ一電器 |寿2・3-9 I (85)2351 

ケーズデンキ我孫子パワフル館|寿2-24-21 1(85)8500 

斉藤電化サービス |青山台4-6-16 1(84)3821 

(有)大井電気商会 |柴崎台乞'7-30 1 (84)6'7'76 

(有)伊東電気商会 |天王台3-21・3 1 (82)1565 

でんきのハシモ ト |天王台3・23・1 1 (82)31 '75 

(有)サンワ電機販売 |天王台6-10-'7 / (82)8250 

(有)根本電機商会 |中里15-1 1(88)0101 

三光電気商会 |中峠台15-1 I (88)'7504 

オオノキ電化 |中峠138'7 I (88)00'7'7 

(有)海老原電気商会 |日秀2'70-1 I (88)25'73 

ヤマデン(株)布佐庖 |布佐936 I (88)0383 

斉藤電器 |布佐平和台1-1-1041(89)4188 

v表4 市の指定業者

業者名

(株)大山清運

(有)総合環境サービス

(株)リサイクル

E図面産量置ヨ

表彰候補者を

推薦してください v表 2

市
で
は
、
第
4
川
さ
わ
や
か
な
硝

境
づ
く
り
日
の
候
補
将
を
必
集
し
ま

す
。こ

の
貨
は
、
5
年
以
ヒ
に
わ
た
っ

て
ま
ち
の
卯
抗
淀
化
や
、
資
制
の
両

利
川
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
助
を

行
っ
て

い
る
例
人

・
川
休
を
トぃぷ
削
ゆ
す

る
も
の
で
す
。

山
山川

・
他
府
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
ご
応
必
く
だ
さ
い
。

対
象

。
日
常
的
に
ポ
イ昨日
て
ゴ
ミ

の
川
収
な
ど
山
川
市
助
を
行
っ
て
い

所在地

柴崎16'7

湖北台1-12-2

中峠台'7-11 

る
トH

②
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

を
仙
川
倒
的
に
推
進
し
て
い
る
力

表
彰
応
必
い
た
だ
い
た
中
か
ら
選

与
し
、
5
川
の
「
聡
境
川
川
」
に
いい代

将
し
ま
す

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ

に
抗
的
す
る
例
人

・
同
体
名
、
活
動

内
科
、
批
問
者
の
住
所

・
氏
名

-U

Y

川
県
俳
号
を
明
記
し
、

4
凡
引
日

(消

印
有
効
)
ま
で
に
小
峠
2
2
6
4
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
包
(肝
)
o
o
i
5

へ

募
集
人
員

3
人

応
募
資
格

市
内
在
住
の
初
成
以

上
の
方

(
他
の
和
議
会
等
の
委
只

に
委
附
さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
)

任
期

6
月
1
日
か
ら
2
年
間

審
誠
会
の
開
催

平
日
の
呉
川

選
考
方
法

選
告
系
有
ハバ
会
に
よ
る

レ
ポ
ー
ト
税
部品

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

身
近

な
日
的
問
つ
く
り
に
つ
い
て
の
な
円
ん
・

蛇
一百
な
ど
を
4
0
0
字
詰
め
以
杭

用
紙
2
枚
れ
皮
に
ま
と
め
、
別
紙

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢、

氾
前
帯

口

Y
乞
明
記
し
、

4
月
げ
日
(
必
ポ
)

ま
で
に
市
役
所
都
市
計
四
訓

・
内

線
5
7
7
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

mm信
μ
+
t町
国
-E
E
義時
ha
玄

串
官
『
肝
川
吾
缶
詰
胆
唱
晋
-
-
=
ロ

4
Z

門
市
民
委
員
を
募
集

都
市
計
画
税
議
会
は
、
都
市
の
他

嘱

さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
)

会
な
発
展
と
秩
序
あ
る
狼
仙
を
図
る

任
期

平
成
日
年
口
川
8
H
ま
で

た
め
、
土
地
利
川
や
都
市
施
設
の
控

審
説
会
の
開
催

平
日
の
界
一川

側、

市
街
地
開
発
な
ど
の
都
市
計
一山

選

考

方

法

選
者
委
只
会
に
よ
る
レ

に
つ
い
て
、
別
査
や
緋
議
を
行
、つ

紺

ポ

l
ト
都
筑

織
で
す
。

応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

日
ご
ろ

学
識
統
験
者
や
市
議
会
議

μ、
凶

感
じ
て
い
る
都
市
づ
く
り
に

つ
い
て

係
行
政
機
山
の
峨

μ、
市
民
な
ど
は山

の
泣
け
ん
・
純
計
山を

4
0
0
字
詰
め
山

人
以
内
で
梢
成
さ
れ
ま
す
。

一仙
川
紙
2
枚
叩
何
度
に
ま
と
め
、
別
紙

政
孫
子
の
都
市
づ
く
り
に
、
あ

な

に

住

所
、
氏
名
、
年
的
、
性
別
、

職

た
の
立
川
んを
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

来
、
屯
河
川祢
サ
を
別
記
し
、

4
月
円

募
集
人
員

2
人

(
男
女
各
1
人
)

日

(
必
泊
)
ま
で
に
市
役
所
都
市
計

応
募
資
格

市
内
在
住
の
却
成
以
上

州
諜
・
内
線
5
7
8
へ
郎
込
ま
た
は

の
方
・
(他
の
瀞
議
会
等
の
委

μに
委

持
参

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会

(
A
I
R
A
)

外

国

語

講

座

生

内
容

左

表

参
照

(5
月
間
講
)

諮
習
時
間

い
ず
れ
も
l
回
2
時
川

場
所

長
中
①

・
@
は
市
民
セ
ン
タ

ー
布
佐
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
l
ル、

②

は
市
民
会
飢
、

③

・
⑬

・
⑮
は
巾

央
公
民
館、

そ
の
他
は
市
民
プ
ラ
ザ

定
員

③

・
⑤

・
⑮

・
⑪

・
⑫
は
日

入、

⑬

・
⑪
は
人
数
制
限
な
し、

そ

の
他
は
却
人

(応
必
将
多
数
の
場
介

は
州
選
)

注
意

。
受
誠
料
は

一
日
間
納
人
と
な

り
ま
す

@
開
講
日
川
や
会
場
、
掛

川
は
変
正
に
な
る
場
ん
けが
あ
り
ま
す

O
定

μ
に
洲
た
な
い
排
出
は
削
減
し

な
い
場
什
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み

作
復
ハ
ガ
キ

(
1
枚
に

集

1
誠
一出
)
に
誠
一
附
名
、

住
所
、
別
旬
、

氾
話
併
号
を
明
記
し、

4
川
叩

H

(
必
ゃい
と
ま
で
に
抜
係
f
1
4
2
の

1
市
民
プ
ラ
ザ
内
同
際
交
流
協
会
へ

(
⑬

・
⑪

・
⑮
は
、
随
時
氾
訴
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
)

問
い
合
わ
せ

川
協
会
宮
(幻
)1
2

3
1
(木
附
け
を
除
く
)

募

を

v国際交流協会語学講座

講座名・回数 |開講日時 | 講師名 |受講料

①|英会話基礎l毎週本曜日lスーザンワダI~~~092円
136回 |午前10時 I (シンガポール)Iテキスト技能

⑦強調級、l帯電露日1237;矧!??段落
①|智伊、|筆 耕巴 1

1リ1ji俗(

@倒|穏委諾苦吉中叫織判|轄鵠日lvuz!??糊
①|譜E上級閣時|旬315Y|!??締
⑤|中国語会話l毎週日曜日|李 栄中 1 ~2~P2円初級、 36回|午前10時20分1(中 国) 1テキスト間違

①|中国語会話|毎週日曜日|李 栄中 1~2，9.o2円中級、 36回|午後1時40分1(中 国) 1テキスト代総

③|議守鋼需品顎|ミ法規ワ|?!?線
①|議??謡|詰1jtEI|芳野忠ワ!???線
⑩|韓国語会話 |毎週日曜日 |金 南淑 I B~o.o2円入門、 10回|午後6時 I (韓 国) 1 テキスト代gJ~

⑪|競i52宮崎誠日|主管 |者糊
⑫|スペイン語会話 | 毎週金曜日|コ二一 ハシモ ト 11~~09~円|入門、 12回|午前10時20分1(メキシコ) 1テキスト代蹴

⑬|外国人のための日|毎週火曜日旧本語ポランテ|無 料
本語教室九351QJ1午前10時30分|ィア講師ほか |テキスト代田達

l外国人のための日|毎週土曜日旧本語ポランテ|川、 制

⑭|本語教室土、35[gJ/午後1時30分|ィア講師ほか Ifuト儲

⑮|外国人のための|主に水曜日|ボランティア講師|実施日ごと
文化講座‘ 10回1523.6113-27Iaj)¥ 1 (料理生け花な(:')1に実費



(6) .. 、
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一
回

H
J
E川

h

，rシ
2
3
h・日
空
-
地
問

kFWIL
一戸ヌ

zmF同

V
4

、，V4Ala-《
，
型
重
喧
宝

n-1川N
uw

r
一4
J
.
L
4
d
t
t〈
』

g
t
t
.
q内
向

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
斤
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
:
・
我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
宮
(
邸
)
1
1
1
1

札
口
前
9
時

②
京
我
夢
，
ナ
以
下
り

似
ホ
l
ム
9
崎
山
分

③
湖
北
駅
改

札
口
前
9
時
叩
分

@
新
木
駅
下
り

似
ホ
l
ム
9
時
日
分

⑤
布
佐
駅
改

札
口
前
9
時
泊
分
(
各
自
、
木
下
駅

ま
で
の
切
符
を
購
入
し
て
集
会
)

行
程

・木
下
駅
↓
小
林
牧
場
↓
小
林

駅

(約
7
M
・
同
一時泊
分
解
散
予
定
)

対

ど
な
た
で
も

(小
学
生
以
下
の

方
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
)

世

保

険

料
と
し
て
叩
円

(交
通
政

は
各
自
刊
(
担
)

持

弁
当
、
州
凹
十
、
水
筒
、
別
ハ
ハ、

ゴ
ミ
袋
な
ど

申

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
以
の
住
所、

氏
名
、
年
齢
、
屯
話
帯
号
、
乗
車
駅

名
を
明
記
し
、

4
月
山
日

(必
訴
)

ま
で
に
、
古
戸
6
9
6教
育
委
只
会

体
育
部
宮
(幻
)
7
5
5
5

2001.4.1 

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

視
覚
障
害
者
協
会
婦
人
部
華
道
会

百
周
年
記
念
ハ
1
ト
で
い
け
る
い
け
ば
な
展

-ー-
大
勢
の
サ
ポ
l
タ
l
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
広
い
空
川
に
い
け
ば
な

を
以
示
す
る

H
相

Y
が
か
な
い
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日

4
川
7
H
(土
)
・
8
日
(
円
)
旧

時
ー
は
時

(
8円
は
同
時
ま
で
)

所

市
民
プ
ラ
ザ

(入
場
い
燃
料
)

閉

山

良
宮
(但
)0
4
3
5

第
3
回
合
同
作
陶
展

日

4
月
7
日
(
土
)
・
8
日
(
日
)
叩

時
1
げ
時

(8
日
は
日
時
ま
で
)

所

湖
北
地
区
公
民
館

(入
場
無
料
)

内

あ
び
こ
附
友
会
、
身
体
附
害
者

招
祉
セ
ン
タ
ー
陶
芸
班
、
ふ
れ
あ
い

陶
芸
品
出
セ
の
作
品川
出

間

小
林
宮
(位
)0
5
7
4

第
打
回
懐
メ
ロ
の
集
い

4
U川
同
日
(
上
)
日
時
t
同
時

湖
北
地
区
公
民
館

(入
場
慨
料
)

懐
か
し
い
歌
謡
曲
を
唄
い
、
踊

り

・
合
唱

・
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
ま
す

※
飛
び
入
り
出
前
若
下
名
受
け
付
け

間

阿
部
宮
(邸
)
8
0
4
6

内所日

参
加
し

τ

み
ま
ぜ
ん
か

第1042号

第
8
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
I
キ
ン
グ

4
川
羽
川
(卜
」)
〈
小
雨
実
施
〉

集
合
場
所
・
時
間

①
我
孫
子
駅
改

日

日
・・・
日
時
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
2
級
研
修
会

日

・

所

*
誠
品

・
実
技
官
州
判
・:
4

月
お
H
1
7
川
お
円
の
旬
辿
1
日

・

包
に
水
附
口
、
中
央
学
院
大
学

*

市犬山
川:・
7
HH
5口
1
9川
初
日
の
内

4
H川、

特
別
必
護
主
人
ホ
l
ム
等

研
修
時
間

講
義
・:
的
時
間
、

実
技

講
習
:・
日
時
間、

実
習
・:
却
時
間

対

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

1
3級
修
了
者

で
、
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
き
た
い
点
、

刊
人

(応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
)

貸

2
万
6
2
5
0円

(別
途
テ
キ

ス
ト
代
1
万
5
0
0円、

抗
市
場
利

川
料

・
実
判
官
等
は
円
己
口
利
)

申

抵
抗
で
介
護
支
岐
川
仰
向
齢
符
悩

社
係
に
予
約
し
、
中
込
代
川
に

3
級
ぷ

利
修
了
作
の
写
し
と
臨
脱
丹
を
添
付

し
て

4
月
川
口

(必
必
)
ま
で
に
介

必
支
緩
課

・
内
線
3
1
0
へ

所
・・・
場
所
、
内
・・・
内
容
、
種
・・・
種
目
、

茶

道

連

盟

茶

会

日

4
月
8
日
(
日
)
同
時
1
日
時

所

湖
北
地
底
民
館

そ
う
せ
つ

席
主
中
根
京
節

(挺
千
家
)
、
沌

・τ内
，
的
い

日
宗
明

(十
点
千
挺
)

費

2
附
で
1
0
0
0門

間

氾
山
宮
(幻
)0
6
08

艶
し
い
手
賀
沼
を
霊
す
る
市
民
の
連
合
会

公
開
学
習
会
ト
ー
ク
&
デ
イ
ス
カ

yン
ョ
ン

日

4
月
8
日
(
日
)
日
時
却
分

所

手
賀
沼
親
水
広
場

「水
の
館
」

内

地
域
の
内
発
的
発
展
を
|
手
口

沼
の
未
来
を
考
え
る
た
め
の
提
言

出

石
井
英
朗
さ
ん

(東
日
本
国
際

大
学
教
授

・
地
域
縫
い前
研
究
所
長
)

費

無

料

開

ほ
川
判
官
(∞∞
)
0
0
0
1

竹
山
年
度
手
賀
沼
探
検
隊

手
幻
沼
や
そ
の
周
辺
で
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
、
水
平
、
昆
虫
、
水
質
な
ど
毎

回
興
な
る
テ
l
マ
で
体
験
学
習
を
行

い
ま
す
。
(参
茄
加
料
)

日

5
月
ロ
日

・
初
日
、

6
月
お
日
、

7
月
凶
日
・
羽
目

(学
校
休
業
の
土

昭
口
)
日
時
却
分
1
同
時

所

手
判

Hm親
水
広
場
と
そ
の
周
辺

対

小

学
校
4
年
生
か
ら
巾
学
校
3

年
生
で
5
川
を
通
し
て
参
加
で
き
る

い刈

(全
部
は
山
ら
れ
な
く
て
も
吋
)
、

白
人

(応
必
将
多
数
刀
劫
A
A
H

は
州
選
)

，AH
h
吋

au
，“e

申

花
組
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所、

氾
訴
脅
万
、
学
年
、
広
報
あ
び
こ
と

明
記
し
、
4
月
初
日

(必
治
)
ま
で

に
河
野
山
新
田
1
9
3下
位
出
親
水

広
場
宮
(
U
M
)
0
5
5
5

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
我
孫
子
選
手
権
大
会

(
県
民
大
会

一
次
予
選
)

日

4
凡
却
日
(机
)
8時
叩

分

方

所

市
民
体
育
郎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種

一
般
男
子
、
シ
ニ
ア
児
子
A

(
括
歳

1
日
成
)
、
シ
ニ
ア
児
f
r
B

(ω成
以
ヒ
)
、

-
般
広
子
、
シ
ニ
ア

k
子

(結
成
以
ヒ
)

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ス

出
:・
出
席
者

・
出
演
者
な
ど
、

対

日
校
生
以
上
の
市
内
在
住
の
方

向

H

1
チ
l
ム
1
0
0
0刊

申

ハ

ガ

キ
に
2
人
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
叩
山
話
祢
HV
、
mm目
を
別
氾
し、

4
月
日
日

(必
泊
)
ま
で
に
い悦
戸
8

9
4
の
柑
椛
名
山
雄
官

(ω
)
3
4
3

4
(附
天
の
際
の
門
松
は
後
H
辿
給
)

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
第
計
四
春
季
大
会

日
・

所

4
月
刊
UU
(祝
)
8時
却
分

者

・
9
時
間
会
、
市
民
体
的品

種

男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
ー
か
ら
3
部

対

1
・
2
部
オ
ー
プ
ン
、
3
部
は

市
内
在
住
・
花
学

・
在
助
の
初
心
者

費

1
人
1
2
0
0門、

中
学

・
同

校
生
1
人
6
0
0円

申

ハ
ガ
キ
に
mm
H、
ラ
ン
ク、

2

人
の
住
所
、
氏
名
、
道
斜
サ
を
明

記
し
、
4
月
初

H

(必
や
む
ま
で
に

品
川
の
6
常
川
敏
利
宮
0
9
0
1
7

7
2
61』
2
9
1
9

初
心
者
の
た
め
の
合
気
道
教
室

日

毎
迎
月

・
金
印
刷
目
印
時
h
却
時

却
分
、
日
m
m
H
M円一時
1
凶
時

所

白
山
中
学
校
武
道
場

対

中
学
生
以
上

賢

月

創出
1
0
0
0円

(入
会
令
1

0
0
0円
)

申

屯
訴
で
鈴
木
宮
(お
)
0
6
9
5

第

羽
田
千
葉
「
腎
炎
・
ネ
フ
ロ

ー
ゼ
児
」
を
守
る
会
県
大
会

日

4
H
n川
(日
)日
時
1
同
時

所

千
山宅
巾
民
会
館

内

医
療
講
演
「
小
児
肝
心
脱出叫
医
療

の
こ
れ
か
ら
」
:・
行
山
英
昭
さ
ん

(同
立
護
所
千
葉
病
院
小
唄
科

医
長
)
、
教
育
講
演

「学
校
に
於
け

る
益
護
教

μ
の
役
割
」
:・
安
雌
洋
子

さ
ん

(下
必
山
立
益
護
学
校
教
諭
)
、

体
験
談
、
質
疑
応
科
、
交
流
会
ほ
か

対

l
5
0人

(参
加
悦
料
)

申

中1
H
山
般
会
場
へ

主

下
山
山

「山川炎

・
ネ
フ
ロ
l
ゼ
川
ん」

を
守
る
会
が
務
川
君
0
4
7
(4
6

3
)
5
3
0
0
 

対
:・
対
象

・
定
員
、
持
・・・
持
参
、
費
用
:
・費
、
申
:・
申
し
込
み
、
問
・・
・問
い
合
わ
せ
、

ぽ
し
ゅ
う

非
常
勤
交
通
指
導
員

内

一辿
学
怖
の
危
険
例
所
で
の
、
児

詑
の
目
立
校
川
の
交
通
事
故
防
止
、
正

し
い
交
通
ル
l
ル

・
マ
ナ
l
指
導

対

つ
く
し
野
地
区
・:
2
人

湖
北

・

新
木
地
区
・
・
・
1
人

資
格

①
交
通
安
全
に
熱
意
の
あ
る
、

初
版
か
ら
の
成
ま
で
の
他
府
な
方

・

男
女
は
川
い
ま
せ
ん

②
迎
2
同
程

度
、
笠
校
時
に
各
学
区
内
の
街
頭
指

部
が
で
き
る
方

③
安
眠
か
ら
枇
低

2
年
川
業
務
に
つ
け
る
方

(非
常
勤

特
別
職
と
し
て

6
月
か
ら
委
嘱
予
定
)

申

凶
版
川
に
必
民
引
羽
を
明
記
し
、

ラ
イ
カ
判
で
以
近
6
カ
月
以
内
に
似

M
し
た
写
山
を
貼
布
の
う
え
、

4
刀

羽
田
ま
で
に
交
通
技
術
課

・
内
総
3

3
0
へ
持
参

植
木
ま
つ
り
出
底
者

日

4
月
認
日
(土

)-m日
(
祝
)

所

手
口
沼
公
凶
多
凶
的
広
場

対

市
内
で
船
木
、
市
花
な
ど
の
販

必
を
業
務
と
し
て
い
る
万

申

4
川
6
け
ま
で
に
泣
ぷ
ま
た
は

山
接
、
公
剛
紋
地
税

・
内
線
5
4
4

レ
イ
ソ
ル
後
援
会
会
員

レ
イ
ソ
ル
後
探
会
は
、
京
芯
地
域

全
体
で
レ
イ
ソ
ル
を
応
援
す
る
会
で

す
。
会
日
に
は
、
特
別
価
栴
で
の
チ

ケ
ッ
ト
先
行
購
入
、
「観
戦
ガ
イ
ド
」

や
レ
イ
ソ
ル
選
手
カ
l
ド

(チ
ケ
ッ

ト
購
入
将
の
み
)
の
進
川
区
、
選
手
入

場
サ
ポ
ー
ト
キ
ッ
ズ
や
ふ
れ
あ
い
フ

エ
ス
タ
2
0
0
1
へ
の
招
待
な
ど
、

特
典
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

賢

人
A
長
官仇
1
0
0
0川

年
会
抗
:・-
般
会
以
3
0
0
0川
、

家
族
会
μ
4
0
0
0円

間

同
会
恒
務
局
宮
(位
)
0
1
4
0

申し込み...電話で月曜日を除く毎日午前9時から午後5時までに、ふれあい工房
運営協議会宮(86)5500へ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場合
は必ずご連絡を。キャンセjレ待ちの方は、開催目前日にご連絡ください)

内 奇円宅司 日 時 士暴 所 問い合わせ

法律相談(予約制)
5(木)、10(火)、12(木)、17(火)、 市民相談室 秘 書 課
19(木)、24(火)9:30"'15:30 (本庁 2階)

※予約は、4月2日(月)8:30から電話で秘書課へ。

税務相談(予約制)120(金)10:00"'15:00I本庁 1階面談室|収税 課

※予約は、4月16日(月)8:30から電話で収税課へ。

人権相談 26(木)10:00""15:00 西別館2階面談室 生活支援課

行政相談(予約制) 26(木)10:00""12:00 市民相 談 室 秘 書 課

不動産相談 13(金)10:00""15:00 市民相 談 室
建築指導課

住宅相 談 13(金)10:00""15:00 市民ホ ー ル

心の相談(予約制) 5(木)13:30""15:30 福祉総合相談室 福祉総合相談室

健康 相 談
6(金)10:00""11:15 つつ じ 荘 つ つ じ 荘

13(金)10:00""11:15 西部福祉センター 西部福祉センター

11 (水)10:00""11:00 
布佐南公園(雨天時は

健康づくりうんどう教室 布佐平和台自治会館)保健センター

20(金)10:00""11:00 天王台西公園(雨天中止)

健康 ・生きがい 10・24(火) ふれあい福祉センター
づく り相談(予約制) 10:30""16:00 (社会福祉協議会向かい)

2'16(月)9:00""15:00 ふれあい福祉センター 社 会 福 祉

心配ごと相談 9(月)9:00""15:00 保健センター 協 議会

23{月)9:00""15:00 布佐市民センタ一本館

結 婚 相 談 1 • 15(日)10:00""14:00社会福祉協議会

参月の相談等。I サイクル教室4局⑫ぷ尚道ωZ扇
教室名 日 時 定員 参加費 持参するもの等

牛乳パックで正座用 キルティングか冬物の生

ミニイスイ乍り
4日(水)10:00"-15・。。 7人300同地50cm四方、牛乳パ、ソク

15枚、ガムテープ1本

木工教室(巣箱作り)
5日(木)、 6日(金) 各日 300円 なし10:00"'12:30 7人

糸のこ(動物のくみ木作り)
7日(土)、27日(金) 各自 300円 なし10:00"'12:30 5人

リフォーム・リペア-塗ーり講替習会 8日(日)、22日(日) 各日
300円

修理するイスは、
イスの張り替え え 13:00....15:00 5人 1人2脚まで

卜ールペイント(リサイクル 8日(日)、28日(土) 各自 500円
丸筆-平筆各2本、色つ

したい物に色を付ける) 10:00"'12:0。10人 けするものは各自持参

I~'ïチワークのコースヲー作り 13日(金)10:00"" 15 :00 7人 300円 数色の古木綿、裁縫道具

小袋作り 18日(水)1 0 : 00 '" 15 : 00 5人 300円
配色の良い無地と柄の布、
裁縫道具‘あれば裏地

押し絵(かぶと作り)20日(金)‘21日(土) 各7人日300円
古布地、おしぼり、ハサミ、

13:00....16:00 あればちりめん布少々

牛乳パックでハガキ作り 21日(土)10: 00 '" 12: 00 5人 300円 パスタオルまたはタオル2枚

裂き織り体験(裂いた古 ①9 :30---12: 00 各回 500円
柔らかな木綿の古布、

布を材料にして織ります)24日央I'i)13:00 ---15: 30 5人 ハサミ

布わらじ作り 25日(水)13:00 "'15: 00 10人300円 柔らがな木綿の布、シーツ等
'-----

主
:
主
催
・
共
催



第1042号

プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

.. - 開
催
予
定
月

7
月、

9
月
、
日
月
、

来
年
1
月
、
3
月

(
い
ず
れ
も
土
附

日
午
後
5
時
川
出
予
定
)

所

市
白
川
フ
ラ
ザ

対

市
内
在
住

・
在
学

・
在
勤
、
ま

た
は
市
内
で
活
動
中
の
は
成
く
ら
い

か
ら
初
版
代
ま
で
の
方

・
グ
ル
ー
プ

※
各
月
の
山
出
者
は
3
組
程
度
で
、

演
奏
時
間
は
1
組
却
分
程
度

音
楽
の
種
類

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
金
管

・
打
楽
器
、
ア
ン
プ

な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

出
演
料
州
中
仙
町

・
交
通
貨
と
し
て

1
組

一
律
5
0
0
0円
を
支
給

申

申
込
性
(
市
民
プ
ラ
ザ
に
回
料
品
)

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

4
月
初
日

ま
で
に
直
接
市
民
プ
ラ
ザ
宮
(幻
)
2

1
1
1
へ
拠
出

地

域

福

祉

作

業

所

「
に
じ
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
制
祉
作
業
所
「
に
じ
」
は
、

「
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
ど
ん
な
障
害
が
あ
っ
て
も

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
地
域
で
一
枯

ら
し
て
い
き
た
い
」
そ
ん
な
願
い
を

実
現
で
き
る
作
業
所
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
作
業
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

内

床
暖
房
装
置
の
部
材
の
作
成

所

湖

北
台
3
の
日
の
1

ti' * 
竹夜
林f

こ・つ
だ
い

晃
大
く
ん

(台
回

・
l
蔵

2
カ
月
)

2001.4.1 (7) 

申対

年
齢

・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

氾
話
で
伊
勝
宮
(引
)
5
7
7
1

和
楽
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

内

特
別
盤
説
老
人
ホ
1
ム
で
、
高

齢
者
の
生
活
介
助
、
買
い
物
、
外
出

な
ど
の
手
伝
い

研
修
会
日
時

4
月
同
日
(月
)
・
げ

日
(
火
)
日
時
泊
分
か
ら
はリ
時
加
分

所

特
別
謎
泌
老
人
ホ
l
ム
「
和
楽

園
」
(
湖
北
駅
北
口
日
時
発
の
飢
…料

送
迎
パ
ス
を
運
行
)

申

mu話
で
4
月
9
日
ま
で
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
宮
(お
)
5
2
3

3
(土
・
日
刷
日
を
除
く
)

あ
び
こ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
会
員

内

市
内
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
に

つ
い
て
希
望
の
コ
l
ス
を
解
説

・
案

内
す
る
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

研
修
会

毎
月
第
2
土
附
目
午
前

費

年
制
2
0
0
0円

問

問
宮
古
(制
)
6
7
3
4

「
ハ
ス
カ
ッ
プ
」
市
民
事
業
の
仲
間

市
内
で
「
ハ
ス
カ
ッ
プ
」
(
北
海

道
の
特
産
闘
芸
作
物
)
を
栽
培

・
加

工
す
る
、
手
作
り
に
よ
る
市
民
事
撲

を
立
ち
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
、
良
作
業
等
に
協
力
し

て
く
だ
さ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

友
利
宮
(釘
)
1
7
9
3

栗b荷
原2豊

口

歳
2 
カ
月

あ

み
杏
実
ち
ゃ
ん

あ
び
こ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
サ
ー
ク
ル
会
一回

日
・

所

毎

月

m
l
・
3
土
附
日
日

時
叩
分
1
同
時
却
分
、
市
民
会
館

内

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
史

費

6
カ
月
3
0
0
0円

申

屯
話
で
米
山
宮
(糾
)
3
6
3
9

一日
・年
度
湖
北
少
年
剣
友
会
会
員

日
・
所

何
巡
回
明
日
9
時
1
日
時
、

湖
北
小
学
校
体
育
館

対

小

学
生
以
上

質

月
額
1
5
0
0円
、
入
会
金
2

0
0
0司

間申

練
習
時
に
随
時
受
け
付
け

高
木
古
(初
)1
6
8
4

我
孫
子
空
手
道
ク
ラ
ブ
会
員

関 市 賓 館 20日
キ交 11寺 ・

吉生月 30所
回以制 分
雪 上小 、毎

88 ~ ・ iMJ 迎
~ Q t:1コ 北土
Q Q ~主 企ト 日程
8 O生京日
目 円 2 小 18
<.. 0 学時

O 校 30
0 体分
円育 1

あ
ら
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

日
・
所

毎
迎
金
附
日
目
時
1
同
時
、

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

対

3
・
4
成
児
、
先
活
却
人

内

マ
ッ
ト
運
動
、
と
び
箱
ほ
か

艶

月

額
2
0
0
0円

(
入
会
金
3

0
0
0円
、
保
険
料
年
制
5
0
0円
)

間 接 申 持

友tセ 4 ボ
7\:;~ ン月 l
ft タ 6 )レ
ZBl E| 
y で づた純
6 受ミE跳
4 け 14 び
3 イτ]'11;'[: 
O け 30Jュ
ZEZE l安
@ 采 ー

我
孫
子
市
地
域
活
性
化
研
究
会
会
員

我
孫
子
市
を
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

に
す
る
た
め
の
企
国

・
研
究
を
し
、

活
性
化
策
を
実
行
す
る
研
究
会
で
す
。

我
孫
子
を
愛
し
、
発
燥
さ
せ
よ
う

と
思
つ
人
は
ご
述
給
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

岡
田
宮
(錦
)
3
0
0
0

お
し
ら
ぜ

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う

あ
び

っ
子
ネ
ッ
ト
情
報
募
集

0
歳
か
ら
同
歳
対
象
の
情
報
連
絡

組
織

H

あ
び
っ
子
ネ
ッ
ト
H

を
6
月

に
開
設
す
る
た
め
、
行
政
と
市
民
が

協
力
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
が
来
年
か

ら
の
完
全
学
校
迎
五
日
制
に
向
け
策

定
し
た
「
全
因
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の

ひ
と
つ

「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
耶
業
」

で
、
親
や
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
閲

す
る
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
も
の
。

活
動
開
始
に
あ
た
り
、
子
ど
も
に

附
す
る
情
報
を
…
結
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
「
イ
ベ
ン
ト
」

「サ
ー
ク
ル
活

動
の
紹
介
」
、
指
導
者

・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
皆
さ
ん
お
持
ち
の
情
報
を
、

ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

附
報
の
抗
供
は
、
公
共
施
設
に
川

立
の
川
紙
や
任
意
の
も
の
を
郵
便
、

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
屯
話
で
の
連
絡
も
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

あ
び
っ
子
ネ
ッ
ト
活
動
内
容

。
情
報
の
収
集

子
ど
も
に
閲
す
る

イ
ベ
ン
ト
、
施
設
の
市
栄
、
サ
ー
ク

ル
活
動
、
指
説
者

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
に
閲
す
る
情
報
を
収
集

。
情
報
の
提
供

収
集
し
た
情
報
を

年
4
回
程
度
、
間
報
誌
と
し
て
発
行

。
相
訟

・
紹

介

氾
泊
ま
た
は
窓
口

で
的
判
の
提
供
と
相
談
窓
口
の
紹
介

情
報
の
送
付
先

・
間

我
孫
子
1
6

8
4教
育
委
只
会
社
会
教
育
謀
宮

(お

)
1
1
5
1、
回
(位
)
5
8
6
7

は
り

・
き
ゅ
う

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
設
利
用
券
補
助
額
等
が
変
更
に

K
U

成
以
上
の
国
民
他
山
保
険
加
入

者
が
利
用
で
き
る
、
は
り
、
き
ゅ
う
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
設
利
用
券
の
補
助

金
額
と
利
用
範
囲
が
、
4
月
l
白
か

ら
変
史
に
な
り
ま
す
。

変
更
後
金
額

1
枚
l
0
0
0円

交
付
枚
数

1
カ
月
あ
た
り
2
枚、

年

m
M枚
以
内

(月
訓
り
で
交
付
)

利
用
範
囲

1
日
1
枚

(1
カ
月
に

複
数
枚
利
用
で
き
ま
す
)

問

国
保
年
金
課

・
内
線
3
2
5

6
日
か
ら

沼
田
ま
で

ー
あ
げ
た
手
に

4
月
は
、
入
園

・
入
学
の
季
節

0

4
杜
会
に
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も
た

ち
が
辺
路
に
出
る
機
会
も
多
く
な
り
、

思
わ
ぬ
交
通
事
放
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
は
、
ま
ず
大
人
が
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
手
本
を
示
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭

笑
顔
で
止
ま
る

で
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
改
め
て

活
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
半
を
迎
転
さ
れ
る
方
は
悲
惨
な
事

故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
常
に
安
全

運
転
を
心
が
け
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

府
用
し
ま
し
ょ
う
。
6
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
を
乗
せ
る
と
き
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
l
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

@
親
と
子
の
交
通
安
全
大
会

思
い
や
り
|

交
通
缶
会
運
動
の

一
つ
と
し
て
、

交
通
安
全
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
親

子
で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
・
所

4
月
8
日
(
日
)
叩
時
叩
分

ー
は
時
、
市
民
体
育
館

(入
場
無
料
)

内

交
通
安
全
の
お
話
し
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
よ
る
二
人
三
脚
走

関

投
孫
子
件
捺
将
官
(幻
)
o
l
l

。

危
険
物
取
扱
者
試
験・
講
習
会

試
験
日

6
H
同
日
(H)

試
験
場
所

日
本
大
学
生
産
工
学
部

津
田
沼
校
舎

(
習
志
野
市
)

質

問T
組
5
0
0
0円
、
乙
秘
3
4

0
0円
、
丙
極
2
7
0
0円

鵠
習
会
日
程

・
場
所

5
月
8
日

(
火
)
、
船
橋
市
民
文
化
ホ
l
ル

質

3
5
0
0円

(資
料
代
別
途
)

申

剛
山
什
(
各
消
防
者

・
分
場
に
用

立
)
に
必
製
部
項
を
明
記
し
、
4
月

9
日
(
月
)
か
ら
日
日
(金
)
ま
で
に
、

消
防
本
部
予
防
限
予
防
係
官
(引
)
7

7
0
2
へ
持
参

飲
料
水
水
質
検
査
受
付
日
が
変
更
に

柏
保
他
所
で
は
、
飲
料
水
の
必
須

項
目
検
査
を
、
第
1
・
第
3
の
月
暇

日
と
木
附
日
に
受
け
付
け
て
い
ま
し

た
が
、
4
月
か
ら
受
け
付
け
目

(検

査
日
)
が
、
毎
迎
木
附
日

(9
時
か

ら
旧
時
加
分
)
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

費

必
須
項
目
の
み
・
:
8
0
0
0円

※
全
項
目
検
査
の
受
け
付
け
は
、
従

来
ど
お
り
第
2
・
第
4
火
昭
日
の

9

時
か
ら
叩
時
却
分
で
す
。

間

柏

保
健
附
宮
(訂
)1
2
5
5

労
働
保
険
料
の
年
度
更
新
は
早
め
に

平
成
ロ
年
度
の
労
働
保
険
料
の
粕

訴
と
口
年
度
の
概
符
申
告
を
行
う

「年
l
庭
山
新
」
の
手
続
き
則
山
は
、

4
月
1
日
か
ら
5
月
引
円
ま
で
で
す
。

金
融
機
山
等
を
通
じ
て
早
め
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

間

千
葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
謀

宮

0
4
3
(2
2
1)
4
3
1
7

公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
か
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

3

|場所 作品 ・作 者
みだがはら

湖北台 写真「高層湿原J尾瀬ケ原、弥陀ヶ原、鬼怒沼、
分館 か上み毛けな無した岱い たいら

、沼の平…謂藤真霧夫(湖北台)

布佐
油彩4点…中川邦彦(湖北台)

分館

展示期間…4月11日(水)から 5月6日(日)まで

。
市
民
図
書
館

。
湖
北
台
分
館

。
布
佐
分
館

。
移
動
図
書
館

TEL TEL TEL TEL 
87898784 

o 1 3 1 
9 3 0 1 
o 1 5 1 
9 1 5 0 

Vおはなし会

※対象…4歳から9歳までの方

....4月のミニギャラ リー

場 所 日 時

市民会館 5日、 19日(木)

」一一
16:00......16:30 

布佐分館
12日、26日(木)
16: 00......16: 30 

湖北台分館 13日(金)
16: 00......16: 20 

34号よかぜ号 4月の閥荒天中ω
曜日 日 場 所 時 間

4 中 峠亀 田 谷公園 13:20-13:50 
水 . 浅野谷 3号公園 14:10-14:40 

18 
柴崎 台 4号 公 園 15:00-16:00 I 

5 
新木 北 公園 13:20-13:50 

木 . 身体障害者福祉センター 14:00-14:30 
19 湖 北地 区公 民 館 14:50-15:30 

金
6 久寺家あけぼの公園 14:00-14:45 . 
20 つく し野4号公園東側入口 15:00-16:00 

水
11 旧カクフイ家具駐車場 14:00-15:00 . 
25 台 田池 尻 公 園 15:20-16:00 

木
12 天王台東児童公園 14:00-14:50 . 
26 白山中学校裏門入口 15:20-16:00 

金
13 根p近隣センター 14:00-14:40 . 
27 つくし野4号公園東側入口 15:00-16:00 

4月の市民プラザギャラリー
催し名・問い合わせ 日 時

ひょうたん展 3月31日日(火(土))~ 
~花のうつわほか~ 4月3
白井 TEL(69)3730 10:00-17:00 
15周年記念我孫子視覚障害者協会 7日(土)・ 8日(日)
婦人部華道会展 10:00-18:00 
由良 TEL(82)0435 8日は16時まで

第13回我孫子市美術家協会展 14日(土)-18日(水)

鈴木 TEL(82)0900 10:00-17:00 

木綿とおしゃべり 21日(土)-25日(水)

ーふるT里ELの(8木6)綿展ー 10:00-19:00 
太田 4184 25日は16時まで

第12回ぶなの木会展
27日(金)-5月2日(水)
10:00-17:00 

越阪部 TEL(82)8525 27日は13時から

入場無料
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健
匿
と
福
祉
一

4
月
か
ら
窓
口
、
が
変
わ
り
ま
し
た

精
神
保
健
福
祉
サ

t
ビ
ス
は

福
祉
総
合
相
談
室
ヘ

制
神
保
健
相
祉
に
関
す
る
相
談

窓
口
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
稲

祉
総
合
相
談
室
に
変
わ
り
ま
し
た
。

相
談
室
に
は
、
制
神
保
健
制
祉

士
の
資
格
を
持
つ
保
他
婦
を
配
位

し
、
心
の
病
を
お
持
ち
の
方
と
そ

の
家
版
へ
の
相
談

・文
段
や
心
の

他
山
づ
く
り
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

制
祉
総
什
相
談
室

・内
線
3
5
0、
3
8
1

特
定
一
旗
病
護
者
見
雲
の
申
請
は

保
健
ゼ
ン
タ
l

ヘ

特
定
疾
病
(
原
因
が
不
明
で
治

療
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
悦

性
疾
病
)
で
保
護
し
て
い
る
方
に

見
持
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当

す
る
方
は
、
巾
れ
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

山中
間
先
が
こ
れ
ま
で
の

住
所
支
援
m
Mか
ら
、
保
健
セ
ン
タ

ー
に
聖
火
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

日i轡兄日に病気・樹高になったら

休日診療所ヘ

申
諦
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
銀

行

・
信
用
金
庫
の
口
座
番
号
、
次

の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
〈
①
県

知
事

(
柏
保
他
所
)
発
行
の
特
定

良
忠
医
療
受
給
者
裂
の
写
し
②

県
知
事
(
柏
保
他
所
)
発
行
の
千

…梨
県
小
児
悦
性
特
定
疾
忠
医
療
受

給
券
の
写
し

③
保
他
所
へ
の
申

的
性
お
よ
び
珍
断
占
の
写
し
〉

見
舞
金
の
額

入
院
(
月
日
日
以

上
)
:
・月
組
5
0
0
0円
通

院

.・・月組
3
0
0
0円

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

保

他
セ

ン
タ
ー
宮
(釘
)
1
1
3
i

葬
祭
壇
を
借
リ
た
い
方
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

こ
れ
ま
で
社
会
初
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
た
葬
祭
出
の
貸
し
付
け

を
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

行
い
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(中
峠
2
6

0
7
、
つ
つ
じ
荘
隣
)
宮
(部
)
2

q
L
n
u
n
u
 診療科目 内科・小児科・歯科

受付時間…午前 9時から11時30分
午後 1時から 4時30分
※歯科は午前中のみ

持 参健康保険証と診療費

電話番号 但η7020(診療時間内のみ)

4月の二次救急病院(休日・夜間当番病院)

入
学
、
入
社
、
転
勤
、
転
居
等
、

新
し
い
生
活
が
始
ま
る
時
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
不
安
で
た
ま
ら
な
い
。

ひ
と
つ
の
事
が
気
に
な
り
出
す
と
引

か
ら
雌
れ
な
い
。

何
を
す
る
に
し
て

も
、
何
と
な
く
イ
ラ
イ
ラ
落
ち
清
か

な
い
。
体
は
疲
れ
て
い
る
の
に
、
な

か
な
か
眠
れ
な
い
:
・。

こ
の
よ
う
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
段
近
、
特
に
閉
じ
こ
も
り
の
相

談
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

市
で
は
毎
月
l
回
、
思
川
医
に
よ

る
心
の
他
府
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
院
へ
行
っ
た
方
が
よ
い
の
か
悩
ん

で
い
る
方
、
ご
家
肢
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
方
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
験
日
時

4
月
5
日
(
木
)午
後
1

時
加
分
か
ら
3
時
却
分

(
4月
か
ら

毎
月
第
1
木
曜
日
に
変
一見
し
ま
す
。

来
月
以
降
の
日
桂
は
広
報
1
日
号

「今
月
の
相
談
等
」
を
参
加…
)

場
所
福
祉
総
合
相
談
室

賀
用

無
料
(
予
約
制
)

予
約
・
問
い
合
わ
せ

下
前
に
屯
話

ま
た
は
町
接
、
相
祉
総
合
相
談
室
宮

(部

)
1
1
2
2
へ

障
害
者
の
方
に

福
祉
タ
つ
シ
l
券
を
交
付

市
で
は
、
身
体
障
持
者
や
知
的
障

害
者
の
方
に
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の

一

日 病 院 名 電話

1日 我孫子東邦病院 82・8166

8日 アピコ外科整形外科病院 84・7321

15目、30日 平和台病院 89・1111

22日 我孫子聖仁会病院 88・3111

29日 我孫子つくし野病院 84・2211

部
を
補
助
す
る
た
め
、
初
祉
タ
ク
シ

ー
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
の
伺
祉
タ
ク
シ
ー
券

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

方
は
、
一
制
祉
総
合
相
談
出
ま
た
は
生

前
支
援
鵡
で
巾
附
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
年
度
の
制
社
タ
ク
シ
ー

券
は
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
の
対
象
と
な
る
方

身
体
附
寄

者
手
帳
1
・
2
級
、
ま
た
は
般
有
手

帳

@
・
A
を
所
持
し
て
い
る
市
内
在

住
の
方

交
付
枚
数

1
カ
月
当
た
り
4
枚

(人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
は
1

カ
月
当
た
り
8
枚
)

交
付
に
必
要
な
も
の
身
体
附
出
者

手
帳
ま
た
は
諜
川
手
帳

問
い
合
わ
せ

生
活
支
援
拠

・
内
総

つd
o
O
AMZ

※
千
…
梨
県
タ
ク
シ
ー
協
会
で
は
、
身

体
障
当
者
手
帳

・
山町
A
リ
手
帳
を
お
持

ち
の
方
に
、
等
級
に
凶
係
な
く
タ
ク

シ
ー
料
金
の
1
割
引
き
を
行
っ
て
い

ま
す
。
利
用
の
際
は
、
手
帳
を
能
示

し
て
く
だ
さ
い

福
祉
手
当

対
象
者
の
区
分
・
支
給
額
を
政
正

市
で
は
、
主
位
の
陣
中
川
口将

(川ん
)

や
寝
た
き
り
の
山
齢
者
等
を
介
護
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
一
制
祉
手
巾
け
を

支
給
し
て
い
ま
す
が
、
4
月
か
ら
対

相保健所

未$電熟醤児で予等約発(地E域童指相事5S21 26日 発達の遅れが心配~I
1歳までのお子さ

療育相鮫 26日 整形外科的に心配のあ
る18歳未満のお子さん

7ルコール悩みごと栂薮 16日
アルコール問題を
抱えた本人、家族

心の健 康相談 6日、13日、精神病、精神神経
20日、27日 症で悩んでいる方

()4月の保健センターの各種健診と健康教室については
「保健センターのご案内Jを参照してください

TEL(67)1255 4月の相談

支給額(月額)

12，650円

6，500円

12，650円

12，650円

市の福祉手当

対象者の区分

重 度心身障 害 児

重 度心身障 害者

重 度知的障 害者

ねたきり身体障 害 者

ねたきりおよび重度踊ほう性高齢者

釜
官
の
区
分
と
支
給
額
の
一
部
を
変

更
し
ま
し
た
。
(右
表
参
照
)

手
当
の
受
給
資
格
、
申
前
方
法
な

ど
、
詳
し
い
内
政
什
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
支
援
組

・
内
線

3
8
4ま
た
は
制
祉
総
合
相
談
室

・

内
線
3
5
0

「
ね
た
き
り
お
よ
び

虫
度
痴
ほ
う
性
向
齢
者
」
に
つ
い
て

は
介
護
支
援
部
・
内
線
4
1
3

老
人
保
憾
加
入
の
重
度
障
害
者
倒
ポ
ペ

医
療
費
助
成
の
申
請
と

支
給
方
法
が
変
更
に

老
人
保
健
に
加
入
し
て
い
る
重
度

の
附
3
4引
の
方
の
、
医
療
賢
助
成
の

巾
前
方
法
と
支
給
わ
刀
法
を

一
部
変
民

し
ま
し
た
。

十銭
山正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

レ
シ
ー
ト
で
の
申
鯖
は
で
き
な
く
な

り
ま
し
た

原
則
と
し
て
受
診
者
の

氏
名
と
保
険
珍
般
の
自
己
負
担
額
が

記
峨
さ
れ
た
領
収
性
が
必
要
で
す
。

レ
シ
ー
ト
の
場
合
は
、
別
に
医
療
機

関
の
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
が
変
わ
り
ま
し
た

一
般
、

必
人
と
も
川
じ
用
紙
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
回
数
が
増
え
ま
し
た

こ
れ
ま

で
の
年
2
Mか
ら
年
4
川

(1
・
4
・

7
・
山
川
水
)
に
な
り
ま
し
た
。
山中

川
は
支
給
川
の
前
月
末
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ

中
活
支
援
ぷ

・内
線

3
8
4ま
た
は
制
祉
総
什
相
談
室

・

内
線
3
5
0

6，500円

健
康
メ
モ
@
細

気

管

支

炎

冬
か
ら
円
十
点
引
に
か
け
て
、
2
成
未

渦
の
礼
幼
児、

特
に
6
カ
月
来
洲
の

赤
ち
ゃ
ん
に
呼
吸
困
雌
を
起
こ
す
病

気
に
「
制
気
竹
支
炎
」
が
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
、
気
管
支

が
枝
分
か
れ
し
て
肺
に
入
る
前
の
細

気
管
支
と
い
う
部
分
が
位
さ
れ
る
病

気
で
す
。
R
Sウ
イ
ル
ス
が
そ
の
大

半
を
占
め
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
パ

ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

で
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
人
や
大
き
な
子
ど
も
は
感
染
し

て
も
単
純
な
胤
邪
で
す
む
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、

赤
ち
ゃ
ん
の
場
合
は

こ
の
よ
う
な
州
公
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
る
の
で
す
。

せ
b

症
状
は
、
必
水
、
咳
な
ど
の
胤
邪

症
状
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
熱
は
あ
ま

り
向
く
で
ず
、
数
日
後
に
は
呼
吸
が

速
く
な
り
、
ゼ
l
ゼ
l

m
問
)
を

伴
っ
た
り
、
必
を
ヒ
ク
ヒ
ク
さ
せ
、

胸
が
ペ
コ
ペ
コ
す
る
(
陥
没
呼
吸
)

な
と
呼
吸
困
雌
へ
進
展
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
限
紫
不
足
で
皮
問
の
色
が
思

く
な
り
ま
す

(チ
ア
ノ
ー
ゼ
)
。
機

嫌
も
恐
く
、
ミ
ル
ク
の
飲
み
も
思
く

な
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
特
効
諜
は
な

く
、
ー山U
M・まJ

吋
』
ぽ
幻
以
去
タ
ド
・
レ
で

F
。

t
f
I
1
47
4
1
?
l
:

-

大
切
な
の
は
水
分
の
補
給
で
す
。

脱

た
ん

水
に
な
る
と
、
彼
が
ね
ば
っ
こ
く
な

ふ
さ

り
気
迫
を
接
い
で
呼
吸
困
雌
が
強
ま

忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
在
鈷
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

左
衰
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

妊
犬
州
は
、
発
州
す
る
と
死
亡
唱

が
1
0
0
%
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気

で
す
。
愛
犬
に
は
何
年
、
鈍
い
人
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

貸

用

*
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合

(新
規
)
・:
6
3
0
0円

(登
録

・

注
射
代
)
*
予
成
7
年
度
以
降
社
鈷

済
み
の
場
AN
-
-
-
3
3
0
0川
*

鑑

札
川
交
付
・・・
l
6
0
0川

注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
犬
*
.千
成

7
年
度
以
降
に
他
市
町
村
で
投
鈷
し
、

本
市
に
転
入
し
て
か
ら
安
川
入
手
続
き

が
済
ん
で
い
な
い
犬

*
生
後
引
日

未
渦
の
犬

り
ま
す
。
少
壮
ず
つ
、
駅
繁
な
水
分

補
給
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
時
々

胸
や
背
中
を
た
た
い
て
咳
を
さ
せ
、

慌
を
山
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

昨
雌
凶
雌
の
ひ
ど
い
時

九呼
川
県
数

が
ω
/
分
以
上
、

n日
刊
の
色
が
恐
い
、

ミ
ル
ク
を
ほ
と
ん
ど
飲
ま
な
い
、
ウ

ト
ウ
ト
し
て
い
る
)
は
入
院
が
必
裂

で
す
。

点
滴
に
よ
る
水
分
納
給
、
般

索
投
与
な
ど
の
泊
旅
に
よ
り
数
日
間

で
快
方
に
向
か
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
か
に
は
症
状
が
急
速

に
進
行
し
て
呼
吸
不
全
に
お
ち
い
り
、

ま
れ

人
工
換
気
を
必
要
と
し
た
り
、
稀
に

は
死
亡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
で
は
、
熱
が
向
く
な
く

て
も
呼
吸
が
背
し
そ
う
で
ミ
ル
ク
の

飲
み
が
必
く
な
れ
ば
、
す
み
や
か
に

陪
般
機
凶
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
医
師
会
宮

(問

)
5
5
2
5

この広報紙は再生紙を使用しています

注
意
事
項

次
の
場
合
は
、
注
射
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
①
犬

が
1
カ
月
以
内
に
他
の
ワ
ク
チ
ン
を

沌
射
し
て
い
る

②
妊
娠
や
他
府

上
に
問
題
が
あ
る

①
飼
い
主
が
犬

を
押
さ
え
て
怖
か
に
さ
せ
ら
れ
な
い

※
午
前
中
が
雨
天
等
で
延
期
の
助
什

は
、
午
後
も
延
則
。
天
候
等
に
よ
る

実
施
、
延
則
な
ど
、
不
明
な
内
…
は
保

他
セ
ン
タ
ー
へ
お
川
い
A
H
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ

保
他
セ
ン
タ
ー
宮

(
目
前

)1
1
3
1

日 程 場 所 時間

白山南公園 (自山1丁目)9:20'" 9:50 
4月9日(月)中央公民館 10:20"'11:00 
E留の場合It16日ときわ台公園 (船.Tl丁目)11:3H2:00 

台国池尻公園他国]丁目)13:10-14:叩

柴崎自治会館前 9:20'" 9:50 

4月10日(火)泉 3 号公園 10:20-11:00 

E患の場合IW日青山台 1 号公園倍i~下) 11:30"'12:10 

天王台南児童公園(天王台6丁目)13:20-14:10 

つくし野 5号公園 9:30"，10:30 

4月11日(制 久寺家あけぼの公園 11 :10'" 11 :40 

倒的場合li18日旧カヴうイ;家具センヲー駐車場 13:00"'13:50 

子 ノ神神社門前 14:10"'14:50 

上新木集会所 9:30"'10:10 
4月12日(木)新木児童公園 (首相納)10:40'" 11:40 
閥的場合は19日布佐1丁目第 2号公園 13:叩"'13:叩

布佐南公園 (布佐平和台5丁目)14:10-15:叩
中峠下集会所 9羽-10:加

4月13日(金)天王台東児童公園 11)∞"'11:40 

E舗の場合間日 湖北台7号公園 (iE泉寺湖)13:叩"'13:40
組f(台中央公園(市民セン'1-寄り)14:叩"'14:40

4月14日(土)保 健セ ンタ ー 9:30"'11:30 E舗の場合U21日

V狂犬病予防注射日程表


